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C O N T E N T S

高校ラグビー部 東京都大会優勝！ 
～31年ぶり4度目の全国大会（花園）出場！ 

優勝を決めた高校ラグビー部員たち 



新
年
を
迎
え
て

明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

業
種
に
よ
っ
て
は
供
給
力
の
調
整
が
十
分

で
は
な
く
、
問
題
が
先
送
り
さ
れ
て
今
一

つ
好
況
感
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
こ
と
も
否

定
出
来
ま
せ
ん
。

最
大
の
問
題
は
外
交
問
題
に
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
相
手
の
あ

る
こ
と
で
す
か
ら
、
何
時
の
時
代
も
思
い

通
り
に
い
か
な
い
の
が
本
質
か
と
も
思
わ

れ
ま
す
が
、
重
要
な
近
隣
諸
国
と
の
関
係

が
改
善
方
向
に
向
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
憂

慮
さ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
成
蹊
学
園
は

昨
年
も
引
き
続
き
「
将
来
構
想
」の
実
現
に

向
か
っ
て
、
着
々
と
諸
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
大
学
は
一
昨
年
の
経
済
・
経
営

学
科
の
再
編
に
続
い
て
、
昨
年
は
理
工
学

部
再
編
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
政
府
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
認
定
さ
れ
た「
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
」
も
着
々
と
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

法
科
大
学
院
は
今
年
三
年
目
に
入
り
ま

す
が
、
競
争
関
係
は
予
想
以
上
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
成
蹊
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
特
徴

は
何
と
言
っ
て
も
社
会
人
に
開
か
れ
た
大

学
院
で
あ
り
、
社
会
人
か
ら
期
待
を
受
け

て
い
る
大
学
院
で
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会

人
の
受
講
が
し
や
す
い
よ
う
、
都
心
の
丸

の
内
に
小
さ
い
な
が
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

を
近
々
開
く
こ
と
と
し
、
鋭
意
準
備
中
で

す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
が
発
足
す
れ
ば
、
法

科
大
学
院
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用

が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

成
蹊
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
幸
い
で
す
。
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
も

健
闘
し
て
お
り
、
様
々
の
経
験
を
積
み
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「
東
洋
経
済
」「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
な
ど
に

恒
例
の
大
学
評
価
が
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
卒
業
生
の
社
会
で
の
活
躍
、
つ
れ
て
就

職
で
の
高
評
価
な
ど
は
何
時
も
の
通
り
で

育
の
旗
手
』が
上
田
学
園
評
議
員
の
お
力

や
紀
伊
國
屋
書
店
ほ
か
関
係
者
の
ご
協
力

で
完
成
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
学
生
諸

君
や
志
望
者
、
御
父
母
も
成
蹊
教
育
の
理

想
を
容
易
に
理
解
し
、
そ
の
真
髄
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
有
り
難
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

旧
一
号
館
跡
の「
情
報
図
書
館
」は
本
年

九
月
の
稼
動
を
控
え
、
形
を
地
上
に
現
し

て
き
ま
し
た
。
完
成
す
れ
ば
、
新
し
い
学

園
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
え
る
建
物
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
学
園
正
門
に
続
く
欅
並
木

と
マ
ッ
チ
し
て
、
見
る
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
暫
く
学
園
に
足
を
運

ば
れ
て
い
な
い
方
は
一
度
是
非
ご
覧
に
な

っ
て
下
さ
い
。
欅
並
木
は
今
も
成
蹊
の
精

神
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
飽
く
ま
で
も
ま

っ
す
ぐ
で
、
高
く
、
豊
か
で
、
瑞
々
し
い
姿

で
聳
え
て
お
り
ま
す
。

成
蹊
卒
業
生
は
柔
軟
性
と
協
調
性
に
富

み
、
ど
う
い
う
組
織
で
も
そ
の
特
質
と
忠

実
さ
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
質
は
成

蹊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
遺
伝
子
に

組
み
込
ま
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

学
校
の
主
目
的
は
勉
学
で
あ
り
、
学
力
向

上
な
く
し
て
在
学
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
ま

せ
ん
。
学
生
諸
君
は
本
年
も
成
蹊
の
恵
ま

れ
た
環
境
、
雰
囲
気
を
満
喫
し
つ
つ
も
、
勉

学
に
お
い
て
は
厳
し
く
競
争
し
、
競
い
合
っ

て
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待

い
た
し
ま
す
。 理事長

岸　曉

理事長略歴
1950年 成蹊高等学校（旧制）卒業
1953年 東京大学経済学部卒業

株式会社三菱銀行入行
1998年 株式会社東京三菱銀行頭取
1999年 成蹊学園理事
2000年 株式会社東京三菱銀行取締役会長
2002年 成蹊学園理事長

株式会社東京三菱銀行相談役

皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
明
る
い
気
持

ち
で
、
こ
の
新
し
い
年
の
初
め
を
お
迎
え
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
国
全
体
に
と
り
大
き
な
出
来

事
と
し
て
、
九
月
十
一
日
の
総
選
挙
が
あ

り
、
結
果
は
予
想
を
相
当
上
回
る
自
民
党

の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
は

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
ご
感
想
が
お
あ
り

か
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
久
々
に

我
々
一
般
人
が
、
政
治
に
参
画
し
た
と
実

感
し
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
政
治
の
世
界
を
動
か

し
て
い
る
原
理
が
、
我
々
か
ら
隔
絶
し
た

理
解
不
能
の
原
理
か
ら
、
一
皮
む
け
た
と

感
じ
ら
れ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

経
済
の
面
で
は
回
復
の
傾
向
が
一
段
と

鮮
明
に
な
り
、
つ
れ
て
株
価
も
回
復
し
明

る
い
気
分
と
な
り
ま
し
た
。
金
融
シ
ス
テ

ム
の
正
常
化
や
、
い
わ
ゆ
る
三
つ
の
過
剰
―

設
備
、
雇
用
、
負
債
―
の
解
消
が
統
計
上
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り
ま
す
。
特
に
大
場
監
事
に
は
事
実
上

「
常
勤
監
事
」の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
財
政
に
関
し
て
は
従
来
保

有
資
産
の
う
ち
、
株
式
は
殆
ど
全
く
売
買

せ
ず
、
債
券
の
満
期
買
い
替
え
を
行
う
の

み
で
し
た
が
、
三
菱
U
F
J
信
託
銀
行
と

投
資
顧
問
契
約
を
結
び
、
安
全
運
用
を
守

り
つ
つ
効
率
的
運
用
を
心
掛
け
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
学
園
各
学
校
の
仕
組
み
や
実
行
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
効
率
的
で
合
目
的
的
で
あ

る
か
を
検
証
す
る
た
め
、「
三
菱
総
合
研
究

所
」
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
組
み
、
学
校
組
織
や
役
職
権
限
等
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

既
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
提
言
を
受
け

取
り
、
各
学
校
で
議
論
検
討
中
で
す
。

昨
年
学
園
と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

中
村
春
二
先
生
の
生
涯
を
語
る
D
V
D『
学

問
と
情
熱
　
第
三
十
二
巻
―
大
正
自
由
教

し
た
が
、
全
て
の
面
で
エ
ク
セ
レ
ン
ト
と
い

う
訳
に
は
参
ら
ず
、
努
力
の
必
要
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
は
昨
年
四
月
よ
り
待
望
の
二
十

八
人
学
級
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
再
開
発
計
画
が
進
ん
で
お
り
ま
し
て
、

中
村
春
二
先
生
の
教
育
理
念
に
根
ざ
し
た

ソ
フ
ト
に
ハ
ー
ド
を
ど
う
調
和
さ
せ
る
か
、

鋭
意
検
討
中
で
す
。

中
学
・
高
校
の
再
開
発
計
画
も
進
ん
で

き
ま
し
た
。
一
貫
教
育
と
は
何
か
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ど
う
い
う
効
果
を
期
待
す
る
の

か
。
将
来
構
想
で
抽
象
的
に
述
べ
ら
れ
た

こ
と
が
い
よ
い
よ
具
体
的
に
議
論
さ
れ
る

段
階
に
至
り
ま
し
た
。

学
園
全
体
の
問
題
と
し
て
は
、
昨
年
秋

の「
寄
附
行
為
」
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
学
園
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き
基
本
的

な
あ
り
方
を
定
め
る
規
則
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
昨
年
春
の
私
立
学
校
法

の
改
正
に
対
応
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

①
理
事（
理
事
長
を
含
む
）の
選
任
、
解
任

の
規
定
を
明
記
す
る
、
②
経
営
の
透
明
性

を
高
め
る
た
め「
監
事
」の
機
能
を
強
化
す

る
、
③
会
計
の
透
明
性
を
高
め
、
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ズ
を
推
進
す
る
、
等
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
学
園
は
特
に
経
営
監
視
機
能
の
強
化

を
重
視
し
、
前
総
務
部
長（
一
昨
年
定
年

退
職
）の
大
場
烈
夫
氏
に
お
願
い
し
、
監
事

に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
監
事
の

中
野
・
樋
口
両
氏
に
加
え
三
人
体
制
と
な
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一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

進
捗
状
況
の
ご
報
告

成
蹊
学
園
は
、
一
九
〇
六（
明
治
三
十
九
）年
中
村
春
二
先
生
が
開
い
た
学
生
塾
に

端
を
発
し
、
そ
の
後
、
成
蹊
実
務
学
校
を
創
設
し
た
一
九
一
二（
明
治
四
十
五
）年

か
ら
数
え
二
〇
一
二
年
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

成
蹊
学
園
で
は
、
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
ま
で
に「
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ
ン
」
と
し

て
数
々
の
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
事
業
経
過
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

奨学基金の拡充・学園環境整備資金の充実 

● 

小
学
校
二
十
八
人
四
学
級
一・
二
・
三
学
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

● 

理
工
学
部
開
設
 

4月 

2005 2004

● 

情
報
図
書
館
開
設 

9月 
● 

中
学
校
教
室
棟
建
設
工
事
着
工 

7月 

2006

● 

小
学
校
新
校
舎
建
設
工
事
着
工 

4月 
● 

中
学
校
教
室
棟
使
用
開
始 

9月 
● 

高
等
学
校
教
室
棟
建
設
工
事
着
工 

10月 

2007

● 

小
学
校
新
校
舎
使
用
開
始 

9月 

2008

● 

高
等
学
校
教
室
棟
使
用
開
始 

1月 

200920102011

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年 

2012

● 

情
報
図
書
館
建
設
工
事
着
工 

12月 4月 
● 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
創
設 

● 

法
科
大
学
院
開
設 

● 

経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
開
設 

創 立 1 0 0 周 年 記 念 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル  

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
設
立

（
二
〇
〇
四
年
四
月
）

本
学
で
は
、
現
代
社
会
が
求
め
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
、
小
学
校

か
ら
大
学
ま
で
の
学
園
縦
断
型
組
織
で
あ

る
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

以
下
に
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り
組

み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
早
期
か
ら
英
語
に
触
れ

る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
小
学
校
図
書

室
に
英
語
絵
本
を
設
置
し
、
あ
わ
せ
て
児

童
お
よ
び
保
護
者
を
対
象
と
し
た
英
語

の
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

高
校
で
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
短

期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
を
合
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ウ
ラ
高

校
、
米
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
校
か
ら
の
留

学
生
に
対
し
て
、

日
本
語
教
育
講

座
を
開
催
し
ま

し
た
。

大
学
で
は
、

本
館
三
階
に
日

本
初
の
英
語
多

読
専
用
教
室
を

設
置
し
ま
し
た
。
図
書
館
に
も
同
様
の

教
材
を
備
え
付
け
、ユ
ニ
ー
ク
な
多
読
教

育
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
生
、
中
高
生
、
お
よ
び
保
護
者
を
対

象
と
し
た
海
外
留
学
危
機
管
理
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
国
際

性
に
富
ん
だ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
た
本

学
学
生
を
表
彰
す
る
た
め
国
際
研
究

賞
・
交
流
賞
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

総合学園の特色を活かした教育力で、
早期から高い国際性を養います。
小・中高・大連携教育
小学1年生よりネイティブの教員による英語教育を導入。まずは、英語を楽しみ、
好きになることが目標です。何よりも、一人ひとりの個性を育て、表現力を伸ばし
ていくためのひとつの手段として、早い段階から積み重ねる英語教育に力を入れ
ています。

コミュニケーション能力を重視し、
グローバル・スタンダード=英語を身につけます。
コミュニケーション能力の開発
英語がグローバル・スタンダードになりつつある今、英語圏の人々とコミュニケー
ションを図るためだけではなく、それ以外の国の人々と話すためにも英語は有効
です。そのため特にコミュニケーション能力の開発に重点を置いた英語教育を行
っています。

国際的な業務と国内的な業務の距離の縮小にあわせて、
万能に活躍できる人材を育成します。
人材育成
国際的な業務を外国語能力に秀でた一部の人にまかせる時代は過去のものです。
ますます国際性豊かな人材が求められる時代には、人間的魅力と高い国際感覚を
育てなくてはなりません。世界で活躍し得る人材の育成に全学園あげて取り組ん
でいます。

日本の近現代史教育などにも力を注ぎ、
語学だけに特化することのない真の国際性を養います。
国際理解教育
真の国際理解は、英語から始まるわけではないと成蹊学園は考えています。その
ため、各教科目の随所に国際性を意識した授業内容を取り入れています。「世界の
中の日本」を知るために、近現代史教育を重視しているのもその一例です。

学内外を問わず培ってきた実績のもと、
これまで以上に異文化交流を積極的に行います。
国際交流
帰国子女の受け入れには以前から積極的に取り組んでおり、海外生活経験者や留
学生と日常的に交流を深めています。さらに、これまでは大学中心に広がってき
た留学プログラムを高等学校などにもいっそう拡大していきます。

国際教育センターの特色
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経
済
学
部
で
は
、二
〇
〇
四
年
四
月
に
、

既
存
の
経
済
学
科
・
経
営
学
科
二
学
科

を
統
合
し
、
経
済
経
営
学
科
と
し
ま
し

た
。
学
ぶ
側
の
視
点
を
第
一
に
考
え
、

学
科
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
元

的
な
視
点
と
広
範
な
視
野
を
養
成
し
、

二
十
一
世
紀
の
経
済
社
会
が
必
要
と
す

る「
自
立
し
た
職
業
人
」の
育
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

一
学
科
制
の
下
に「
社
会
と
環
境
」、

「
組
織
と
人
間
」、「
企
業
と
戦
略
」、「
金

融
と
会
計
」、「
経
済
と
政
策
」の
五
つ
の

コ
ー
ス
を
設
置
し
、
在
学
生
は
二
年
次
よ

り
希
望
す
る
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
に
所
属

し
ま
す
。

法
科
大
学
院
と
は
、「
法
曹
養
成
に
特

化
し
た
実
務
的
な
教
育
を
行
う
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
」で
す
。
本
学
で

は
、
こ
の
新
司
法
制
度
の
下
で
新
た
に
設

け
ら
れ
た
法
曹
教
育
の
一
端
を
担
う
べ

く
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
法
科
大
学
院

（
法
務
研
究
科
）を
開
校
し
ま
し
た
。
働

き
な
が
ら
通
う
社
会
人
向
け
に
、
昼
間

だ
け
で
な
く
夜
間
と
土
曜
日
に
も
時
間

割
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数

教
育
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
専
任
教
員

一
名
に
対
し
学
生
十
名
の
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
一
年
生
四
十
四
名
、

二
年
生
六
十
七
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
四
月
に
は
、
丸
の
内
に

「
成
蹊
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス（
仮
称
）」

（
千
代
田
区
丸
の
内
三
ー
二
ー
三
　
富
士

ビ
ル
四
階
）を
開
設
し
、
社
会
人
対
象（
夜

間
コ
ー
ス
）の
授
業
の
一
部
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
結
び
、
同
時
視
聴
で
き
る
体
制

を
整
え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
急
な
業
務

で
来
校
で
き
な
い
時
で
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

経
済
学
部
学
科
再
編

（
二
〇
〇
四
年
四
月
）

法
科
大
学
院
開
設

（
二
〇
〇
四
年
四
月
）

■ 選択自由な5つのコース
経済と経営、専門と教養が融合した5つのコース
を中心にしたカリキュラムとなっています。学生

は2年次にどれか1つのコースを選択しますが、
希望は100パーセント尊重されます。

■ 体系化されたキャリア教育

最新の教育理論にもとづいて構築されたキャリア

教育体系を正課授業の中に包摂しています。

■ 努力を実らせるための早期卒業

成績が優秀な学生は、一定の要件を満たせば3年
で大学を卒業できます。この制度は大学院進学や

留学などに活用するのに便利なものです。

■ 個性と能力を伸ばす
2つの特別プログラム

2年次から国際社会と情報分析の2つの特別プログ
ラムの受講が可能です。約20単位の上級科目を学
習していくもので、修了すると特別な修了証が発行

されます。

■ 自己設計科目でやりたいことに
チャレンジ

全く制約を受けない自由に設計できる単位（20単
位）を学生に付与します。経済学や経営学以外の科

目や、他学部や他大学の単位で設計することもで

きます。

■ 新しいコンセプトで構築された
教養教育

大学1、2年次で行う｢一般教養」というこれまでの
大学教育の常識を完全に覆し、全く新しい視点か

ら、21世紀にふさわしい教養の概念を再構築しま
した。

■ 1クラス20名程度の面倒見のよい小規模ロースクールです。
入学定員は50名で、内訳は法学未修者30名、既修者20名を目途としています。3学年の収容定
員150名に対し、専任教員は16名で、対学生比は1:10となり、法科大学院設置基準の1:15を大
きく上回った少人数教育です。

■ 双方向型授業形態による密度の濃い授業をします。
教員が一方的に講義するのではなく、学生と教員の間で、あるいは学生同士の議論を通じて進

められる双方向型授業です。密度の濃い授業で、実務上生起する問題の合理的な解決能力を磨

いていきます。

■ 理論と実務を架橋した法学教育を行います。
将来の法曹として必要な、法理論と結びついた実務の基礎を学ぶことができます。法曹業務の

実践と直接結びついた科目も用意され、将来の実務に応用できるように、事案の把握と分析能

力、依頼者などとの面談や聞き取りあるいは相手方との交渉などのコミュニケーション能力も養

成します。弁護士事務所などでの実務体験も予定されています。いずれも豊富な研究実績と実

務経験を備えた教員が担当します。

■ 独立した法科大学院棟
法科大学院棟は本キャンパスより独立しているため、早朝・夜間・休日の利用が可能です。授業

のない時間帯を有意義に自習室（学生一人ひとりのスペースを確保した自習室）で過ごすことが

できます。さらに模擬法廷を備えた講義室や法科大学院専用の図書室など、充実した施設で学

ぶことができます。

■ 働きながら学ぶ社会人を支援する時間割を組みます。
標準修了期間は3年ですが、4年ないし5年の長期履修学生制度も用意し、働きながら通う社会
人に向けた多様な時間割による講義を提供します。月曜から金曜までの夜間と土曜に科目を配

し、補充的に夏期集中講義も構想しています。また、授業のない時間帯を有意義に過ごすため、

早朝・夜間・休日の時間を問わず、自由に自習室を利用することができます。

■ 渉外弁護士、企業法務スタッフの育成を目指します。
国際経験豊かな研究者教員、そしてわが国でも有数の渉外弁護士などからなる実務家教員が、

「企業法務に強いロースクール」をつくっていきます。

法科大学院の特色

経済学部 次世代型教育の特徴
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二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
工
業
化
社
会

か
ら
知
識
社
会
へ
の
変
革
が
進
行
し
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
新
し
い
科
学
技

術
を
身
に
付
け
た
人
材
に
対
す
る
社
会

か
ら
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
成
蹊

大
学
で
は
社
会
が
要
求
す
る
革
新
的
か

つ
複
雑
・
高
度
な
科
学
技
術
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
れ
に
必
要

な
理
学
・
工
学
に
わ
た
る
学
際
的
な
教
育

の
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
既
存
の
工
学

部
を
改
組
し
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
理
工

学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。

伝
統
の
少
人
数
教

育
を
活
か
し
、

ど
ん
な
状
況

に
も
応
用
の

利
く
、
確
か

な
基
礎
力
を

学
生
一
人
ひ

と
り
が
身
に

付
け
る
こ
と

を
目
指
し
て

い
ま
す
。
実
験
・
演
習
と
い
っ
た
体
験
型
学

習
と
、
卒
業
後
を
展
望
す
る
力
を
養
う

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
人
文
科
学
や
社
会
科
学
な
ど
の
学
際

性
を
重
視
し
、
時
代
と
社
会
に
対
す
る
幅

広
い
視
野
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
の
少
人
数
教
育
の
理
念
に

忠
実
に
、
そ
し
て
児
童
一
人
ひ
と
り
が
持

っ
て
い
る
豊
か
な
個
性
を
引
き
出
す
行

き
届
い
た
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
、
二

〇
〇
五
年
四
月
よ
り
全
国
の
私
学
に
先

ん
じ
て
、
一
〜
三
年
次
ま
で
段
階
的
に

二
十
八
人
・
四
学
級
制
に
移
行
し
ま
し

た
。
少
人
数
制
学
級
編
成
に
あ
わ
せ
、
二

〇
〇
七
年
度
よ
り
小
学
校
施
設
の
再
開

発
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る
学
力
の
増
進
と
学
校
の
個

性
化
を
目
指
し
て
、
中
高
一
貫
教
育
の

強
化
に
努
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
I
T
時
代

に
対
応
し
た
施
設
の
総
合
的
な
再
開
発

を
行
い
、
国
際
化
・
情
報
化
の
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

国
際
化
と
と
も
に
、
情
報
化
を
推
進

す
る
た
め
、
多
彩
な
情
報
機
能
を
備
え

た「
知
の
拠
点
」
と
な
る
情
報
図
書
館
を

新
設
し
ま
す
。
全
学
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
学
術
文
献
、
図
書
、
資
料
な
ど
の
情

報
が
瞬
時
に
利
用
・
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
よ
り
着
工
し
て

お
り
、
現
在
、
躯
体
部
分
の
構
築
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
本
年
六
月
に
は
建
物
が
完

成
し
、
九
月
下
旬
よ
り
使
用
開
始
と
な

り
ま
す
。

理
工
学
部
ス
タ
ー
ト

（
二
〇
〇
五
年
四
月
）

小
学
校
二
十
八
人
・

四
学
級
制
ス
タ
ー
ト

（
二
〇
〇
五
年
四
月
）

情
報
図
書
館
新
設

（
二
〇
〇
六
年
九
月
オ
ー
プ
ン
）

中
高
一
貫
教
育
の
強
化
、

中
学
・
高
等
学
校
施
設
の

再
開
発

（
二
〇
〇
六
年
七
月
〜
）

物質生命理工学科 
□おもな学習分野 

いずれも人類が解答を出し得ていない
未知の領域です。対象となる学問分野は
幅広く、特に境界領域における基礎学力
の養成を重視します。物理･化学・生物を
三本柱として学べる、新しいコン 
セプトの総合理工学科です。 

バイオテクノロジー・医薬、環境科学・エネ
ルギー、機能性材料・ナノテクノロジーなど 

エレクトロメカニクス学科 
□おもな学習分野 
ロボット、自動車・機械、エネルギー、 
エレクトロニクス、経営・人間工学など 

機械・電気電子・経営情報を融合したカ
リキュラムで、モノづくりの基盤技術を学
習します。高性能な機械や電子機器を、ユー
ザーの使いやすさから生産コストまで考
慮しながら設計開発できる広い視野と総
合判断力を持つ技術者を養成します。 

情報科学科 
□おもな学習分野 
コンピュータ、LSI、情報通信、情報処理、 
情報数理、システム管理など 

ソフトウェア技術、ハードウェア技術、そ
してソフトとハードを組み合わせたシス
テムの構築・管理技術を三位一体で学習
します。少人数指導によるコンピュータ
演習により実務的なスキルを身に付ける
ことにも力を注ぎます。 

【社会的使命③】 

知の活用 
さまざまな産業を支える
基盤技術の発展に貢献し、
社会を活性化する。 

【社会的使命①】 

知の創出 
人類が共通課題とする未
知の領域に当たる学問分
野において、革新的科学
技術の創造に挑む。 

【社会的使命②】 

知の伝達と共有 
あらゆる社会活動に不可
欠となったコンピュータの
活用技術と、情報基盤技
術の進化に取り組む。 

よりきめ細かな指導ができる。
■ 一人ひとりの、読む、書く、話す場面に目が届きます。

■ 授業中における一人ひとりの発言回数が増えます。

■ ノート記入などの添削指導もさらに徹底できます。

■ 計算学習などの“つまずき”にも、対応できます。

心の動揺を感知して精神的なケアが充実する。
■ 一人ひとりとのコミュニケーションの機会がさらにつくら

れます。

■ 日記指導も、より丁寧な見方ができます。

4学級制によって学年における相互交流が増える。
■ 学級同士の親睦をより深められます。

■ 他学級の児童も把握しやすくなります。

■ 積極的な意味での競争の機会が増えます。

保護者とのコミュニケーションの機会を増やせる。
■ 児童の作品等を学級通信にのせる機会が増えます。

■ 個人面談や電話などによる連絡を密にできます。

■ 保護者との連絡も密になります。

少人数教育の特長
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じ
選
択
で
は
面
白
く
な
い
。
あ
え
て
、
日

本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
に
飛
び
込
ん
で

み
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
と
は
い
え
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ず
っ
と
現
地
校
に
通
学
し
て
い

ま
し
た
か
ら
、
日
本
語
力
は
か
な
り
不
足

し
て
い
ま
し
た
。
何
し
ろ
、
漢
字
で
書
け

る
の
は
、
自
分
の
名
前
と
数
字
ぐ
ら
い
で
し

た
か
ら（
笑
）。
帰
国
し
て
半
年
ほ
ど
日
本

語
学
校
に
も
通
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

小
学
校
で
習
う
漢
字
が
よ
う
や
く
マ
ス
タ

ー
で
き
た
程
度
の
レ
ベ
ル
で
し
た
。
国
際
学

級
を
設
け
て
い
る
成
蹊
学
園
な
ら
ば
、
そ

ん
な
私
で
も
、
徐
々
に
慣
れ
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
入
学
を
決
め

た
の
で
す
。

当
時
の
国
際
学
級
は
、
土
方
敏
夫
先
生

が
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
子
女
の

教
育
に
熱
意
を
傾
け
ら
れ
て
い
た
方
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
帰
国
子
女
が
自
然
に
溶

け
込
め
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
か
ら
は
普
通
学

級
に
移
り
ま
し
た
が
、
国
際
学
級
と
い
う

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
日
本

│
│
成
蹊
学
園
に
入
学
さ
れ
た
の
は
、
中

学
校
二
年
生
か
ら
で
す
ね
。

石
坂

父
が
東
芝
ア
メ
リ
カ
の
社
長
を
務

め
て
い
た
関
係
で
、
小
学
校
一
年
か
ら
中

学
校
一
年
ま
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
で
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
中
学
校
二
年
生
か
ら
成
蹊
学
園

の
国
際
学
級
に
編
入
し
ま
し
た
。

│
│
成
蹊
学
園
に
入
学
さ
れ
た
理
由
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
。

石
坂

父
は
成
蹊
学
園
の
出
身
で
す
が
、

必
ず
し
も
家
族
の
意
向
で
入
学
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
四
人
姉
弟
の
末

っ
子
で
、
姉
三
人
は
、
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ

の
大
学
に
残
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
道
を
選
び
ま
し

た
。
帰
国
し
た
当
初
は
、
両
親
は
私
も
同

様
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通

わ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
け

れ
ど
も
、
私
は
、
子
供
心
に
姉
た
ち
と
同

の
教
育
に
も
、
文
化
、
生
活
習
慣
に
も
馴

染
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
も
国
際
学
級
の
教
育
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

│
│
学
園
生
活
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
。

石
坂

小
学
校
の「
海
の
学
校
」に
、
高
校

二
年
か
ら
大
学
生
ま
で
、
師
範
と
し
て
参

加
し
た
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
キ
ャ
ン
プ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
あ
る
い
は
指
導
員
の
よ
う

な
役
割
で
す
。
た
だ
し
、
希
望
す
れ
ば
全

員
が
師
範
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個

人
メ
ド
レ
ー
、
潜
水
、
立
ち
泳
ぎ
な
ど
の
泳

力
を
問
う
試
験
も
課
さ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
師
範
を
務
め
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

ス
テ
ー
タ
ス
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

│
│
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を

さ
れ
た
の
で
す
か
。

石
坂

師
範
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
十
名
の
小

学
生
を
担
当
し
ま
す
。
安
全
を
確
保
し
つ

つ
、
小
学
生
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が

役
割
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
力
が
問
わ
れ
ま
す
し
、
進
級
試
験
も
行

わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
合
格
で
き
る
よ

う
に
、
担
当
し
た
小
学
生
た
ち
の
泳
力
を

向
上
さ
せ
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
最
終
日
に
行
わ
れ
る
遠
泳
で

す
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
列
を
成
し
て
、
約

一
・
五
キ
ロ
泳
ぐ
の
で
す
が
、
全
員
完
泳
で

き
た
時
は
、
も
う
皆
で
抱
き
合
っ
て
、
感
動

の
嵐
で
す
。
高
校
時
代
か
ら
、
こ
の
よ
う
に

小
学
生
の
面
倒
を
見
る
機
会
を
得
た
こ
と

は
、
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
海

の
学
校
」で
担
当
し
た
子
ど
も
た
ち
と
は
、

そ
の
後
も
文
通
な
ど
で
交
流
が
続
き
ま
し

た
。
そ
の
場
限
り
で
は
な
い
絆
が
形
成
さ

れ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

│
│
小
・
中
・
高
校
、
さ
ら
に
は
大
学
の
枠

を
超
え
た
交
流
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

石
坂

そ
れ
が
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で

を
擁
し
、
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
成
蹊
学

園
の
魅
力
で
あ
り
、
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。

「
海
の
学
校
」の
師
範
は
、
高
校
生
、
大
学

インターネットを通じて、ゴルフに必要な変革をリードすることをミッションとして
2000年5月に設立された株式会社ゴルフダイジェスト・オンライン。
その社長を務めているのが、OBの石坂信也さんです。
高校、大学とラグビー部の活動に明け暮れたという石坂さんに
成蹊学園時代の思い出を語っていただきました。

国
際
学
級
の
制
度
に
よ
っ
て

日
本
の
教
育
に
馴
染
め
た

小
学
校
の「
海
の
学
校
」に

師
範
と
し
て
参
加

第 8 回

石坂 信也
Nobuya Ishizaka

（株）ゴルフダイジェスト
・オンライン社長

リ
ス
ク
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
！

他
人
と
は
異
な
る
視
点
、
発
想
で

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
て
い
き
た
い
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抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
申
し
上

げ
た
よ
う
な
「
海
の
学
校
」
な
ど
の
課
外
活

動
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
、
完
全
に
私
の
学
園

生
活
の
中
心
で
し
た
。
日
本
語
力
不
足
と

い
う
ハ
ン
デ
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
早
く

周
り
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
教
室

の
中
以
外
の
活
動
も
盛
ん
な
成
蹊
学
園
の

伝
統
の
お
か
げ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
残
念
な
が
ら
、
胸
を
張
れ

る
よ
う
な
成
績
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
悔
い
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、

今
年
度
は
高
校
が
三
十
一
年
ぶ
り
に
花
園

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

し
、
大
学
も
三
年
連
続
で
対
抗
戦
B
グ
ル

ー
プ
で
優
勝
す
る
な
ど
、
後
輩
た
ち
は
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
て
お
り
、
頼
も
し
い

限
り
で
す
。
そ
う
し
た
活
躍
ぶ
り
は
、
私

に
と
っ
て
も
、
よ
し
、
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
ろ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
園
全
体
と
し
て
も
、
一
体
感
が
生

ま
れ
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

│
│
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ゼ
ミ
に
所

属
さ
れ
た
の
で
す
か
。

石
坂

三
年
次
か
ら
、
徳
谷
昌
勇
先
生
の

ゼ
ミ
に
所
属
し
ま
し
た
。
私
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
中
心
と
し
て
、
実
地
に

即
し
た
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で「
五
大
商
社
の
経
営
分
析
」
を

卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
徳
谷
先
生
は
、

そ
の
後
、
自
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を

設
立
さ
れ
た
方
で
、
理
論
一
辺
倒
で
は
な

く
、
き
わ
め
て
実
践
的
な
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ゼ
ミ
で
の
学
び

を
通
し
て
、
商
社
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
三

菱
商
事
に
入
社
し
ま
し
た
。

│
│
一
九
九
七
年
か
ら
三
年
間
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
大
学
院
に
留
学
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。

石
坂

父
か
ら「
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
の
第
一

線
で
や
っ
て
い
く
つ
も
り
な
ら
、
ぜ
ひ
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
勉
強
し
な
さ
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
た
だ
し
、
留
学

す
る
の
な
ら
、
自
分
で
稼
い
だ
お
金
で
行

き
な
さ
い
」
と（
笑
）。
で
す
か
ら
、
入
社
前

か
ら
、
三
年
ほ
ど
働
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
よ
う
と
い
う

希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
社

員
を
留
学
さ
せ
る
制
度
を
設
け
て
い
る
会

社
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
就
職
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
三
菱
商
事
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

も
っ
と
も
、
現
実
に
留
学
す
る
ま
で
に

は
、
結
局
七
年
あ
ま
り
か
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
商
社
の
中
で
も
花
形
と
言
わ
れ
て

い
る
燃
料
グ
ル
ー
プ
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
な
り
に
裁
量
を
与
え
ら
れ
、
海

外
を
相
手
取
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
事
は

面
白
く
、
い
つ
の
ま
に
か
時
が
過
ぎ
て
い
っ

た
わ
け
で
す
。
確
か
に
、
十
分
に
や
り
甲

斐
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
同
じ
仕
事

を
続
け
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
で

は
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
次
第
に
、

は
た
し
て
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。
さ
ら
な

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
求
め
る
の
な
ら
、
自

分
に
刺
激
を
与
え
る
努
力
も
必
要
な
の
で

実
践
的
な
ゼ
ミ
に
所
属

卒
論
の
テ
ー
マ
は

「
五
大
商
社
の
経
営
分
析
」

生
の
ほ
か
、
O
B
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
方
々
と
、
夜
一
緒
に
蛸
突
き
、
穴
子

釣
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
い
い
思
い

出
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
、
高
校
生

と
大
学
生
が
一
緒
に
練
習
し
た
り
、
合
同

で
合
宿
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
素
晴
ら

し
い
伝
統
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
に
所
属
さ
れ
て
い
た

の
で
す
か
。

石
坂

高
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
所
属

し
、
主
将
を
務
め
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、

高
校
三
年
生
の
早
い
段
階
で
大
会
が
終
了

し
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
引
退
す
る
の
で

す
が
、
私
は
、
夏
合
宿
か
ら
、
今
度
は
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
部
。
大
会
に
バ
ッ
ク
ス
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。
二
つ
の
運
動
部
に
参
加

す
る
の
は
、前
代
未
聞
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

私
に
と
っ
て
は
自
然
な
こ
と
で
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
異
な
る
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
私
も
、
ア
メ
リ
カ
に
い
た
頃
は
、
学

校
の
運
動
ク
ラ
ブ
の
か
た
わ
ら
、
野
球
の
リ

ト
ル
リ
ー
グ
に
も
所
属
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

│
│
ラ
グ
ビ
ー
は
、
大
学
入
学
後
も
続
け

ら
れ
た
の
で
す
か
。

石
坂

え
え
。
大
学
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

副
主
将
を
務
め
ま
し
た
し
、
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
も
、
再
度
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に

入
学
し
て
か
ら
も
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
ま
し

た
。
私
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、
ラ
グ
ビ
ー

高
校
時
代
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
と

ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属

石坂信也（いしざか・のぶや）
1966年東京都生まれ。成蹊大学経済学部卒業後、三菱
商事に入社。1997年から1999年にかけてアメリカ・ハー
バード大学大学院に留学。帰国後、三菱商事を退職し、
2000年5月、株式会社ゴルフダイジェスト・オンラインを設
立、代表取締役社長・CEO就任。同社は2004年4月に
東証マザーズに上場。東芝社長、経団連（現・日本経団
連）第2代会長を務めた石坂泰三氏の孫でもある。
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は
な
い
か
。
そ
う
い
う
思
い
も
募
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と
志
向
し
て

い
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦
を
決
意

し
た
の
で
す
。
幸
い
、
社
内
の
留
学
者
選
考

に
合
格
し
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
入

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

│
│
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
で
の
学
び

は
、
や
は
り
期
待
ど
お
り
で
し
た
か
。

石
坂

世
界
中
か
ら
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学

生
が
集
ま
っ
て
お
り
、
彼
ら
と
議
論
す
る
こ

と
自
体
が
、
と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。
ま

た
、
授
業
も
、
積
極
的
な
発
言
を
求
め
ら

れ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
し
た
。

授
業
の
冒
頭
で
、
い
き
な
り
指
名
さ
れ
て
、

予
習
し
て
き
た
こ
と
の
総
括
を
要
求
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
授
業
を

通
し
て
、
常
に
思
考
し
、
発
言
す
る
能
力

が
徹
底
的
に
鍛
練
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

│
│
帰
国
後
、
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
・
オ

ン
ラ
イ
ン
を
設
立
し
、
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
以
前
か
ら

ベ
ン
チ
ャ
ー
志
向
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

石
坂

も
と
も
と
漠
然
と
で
す
が
、
起
業

の
夢
は
抱
い
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
頃
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ー
ム
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
そ
の

熱
気
に
影
響
を
受
け
た
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
時
、
私
が
考
え
た
の
は
、
今

後
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
技
術
の
世
界
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。
一
般
の
人
々
の
生
活

に
入
り
込
み
、
根
ざ
し
て
い
く
べ
き
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
授
業
で
課
さ
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
レ
ポ
ー
ト
で
も
、
そ
の

点
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

│
│
ど
の
よ
う
な
内
容
の
レ
ポ
ー
ト
だ
っ
た

の
で
す
か
。

石
坂

ゴ
ル
フ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
構
想
を
ま
と

め
ま
し
た
。
当
時
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ゴ
ル
フ
場
ガ
イ
ド
の
サ

イ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
サ
イ
ト
で
は

「
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
の
女
性

販
売
員
が
美
人
だ
」
と
い
っ
た
口
コ
ミ
的
な

情
報
も
満
載
で
し
た
。
料
金
や
コ
ー
ス
設
定

な
ど
の
あ
り
き
た
り
な
も
の
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
情
報
も
掲
載
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
日
本
の
ゴ
ル
フ
事
情
を
変
革
す
る
契
機

に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
た
の

で
す
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
構
想
し
た
こ
と
を

進
展
さ
せ
て
、
帰
国
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ゴ
ル
フ
用
品
を
販
売
す
る
E
コ
マ
ー
ス
事

業
、
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
提
供

す
る
ゴ
ル
フ
場
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
サ
イ

ト
上
で
情
報
提
供
す
る
メ
デ
ィ
ア
事
業
な
ど

を
柱
と
す
る「
株
式
会
社
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
現

在
、
会
員
制
の
サ
イ
ト
の
登
録
者
数
は
七

十
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

│
│
ゴ
ル
フ
に
着
目
さ
れ
た
の
は
、
何
か
理

由
が
あ
る
の
で
す
か
。

石
坂

ゴ
ル
フ
が
趣
味
だ
っ
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
当
時
、
す

で
に
日
本
の
ゴ
ル
フ
会
員
権
は
不
良
債
権

化
し
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
場
が
破
綻
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
般
的
な
感

覚
な
ら
ば
、
縮
小
傾
向
に
あ
る
業
界
に
飛

び
込
む
の
は
危
険
だ
と
考
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
私
は
そ
れ
を
逆
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
ま
し
た
。
従

来
型
の
あ
り
方
が
否
定
さ
れ
る
時
代
に
入

る
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
意
味
の
あ
る
方
向

性
を
提
案
で
き
れ
ば
、
勝
機
が
見
出
せ
る

と
考
え
た
の
で
す
。

│
│
確
か
に
、
皆
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る

よ
う
な
ら
、
大
変
な
競
争
に
な
り
ま
す
。

逆
転
の
発
想
で
す
ね
。

石
坂

そ
の
と
お
り
で
す
。
リ
ス
ク
は
む

し
ろ
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
私
は
こ
れ
ま
で
常
に
、
他
の
人
と

は
異
な
る
視
点
、
発
想
で
行
動
を
起
こ
そ

う
と
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
姉
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

に
入
学
す
る
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
こ
と

も
そ
う
で
す
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
ラ
グ
ビ
ー

の
二
つ
の
運
動
部
に
所
属
し
た
こ
と
も
、

安
定
し
た
生
活
か
ら
変
化
を
求
め
て
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
こ
と
も
そ
う
で

す
。
世
の
中
の
流
れ
と
は
違
う
感
性
を
持

ち
、
規
定
路
線
ど
お
り
で
な
い
方
向
を
目

指
す
。
そ
れ
が
私
の
ポ
リ
シ
ー
で
あ
り
、
起

業
家
と
し
て
も
不
可
欠
な
要
素
か
も
し
れ

な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

│
│
仕
事
を
さ
れ
て
い
く
上
で
、
成
蹊
学

園
で
の
経
験
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

石
坂

や
は
り
ラ
グ
ビ
ー
仲
間
と
の
絆
で

す
ね
。
他
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
出
身
者
も

含
め
て
交
流
が
続
い
て
お
り
、
大
き
な
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
蹊
学
園
の
出
身
者
に
共
通
し

て
い
る
の
は
、
柔
軟
性
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
に
優
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
性
格
も
温

和
で
、
他
人
の
意
見
も
き
ち
ん
と
聞
き
、

周
り
の
人
の
立
場
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う

姿
勢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
間
性
が
評

価
さ
れ
て
い
る
た
め
、
け
っ
し
て
派
手
に
立

ち
回
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

実
に
多
様
な
業
種
、
職
種
で
活
躍
し
、
確

固
た
る
存
在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た「
人
間
力
」
は
、
成
蹊
学
園
の
風
土
と

も
い
え
、
今
後
も
ぜ
ひ
堅
持
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
最
も
大

切
に
し
て
い
る
の
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
あ

り
、
そ
れ
を
成
蹊
学
園
時
代
に
身
に
つ
け

ら
れ
た
こ
と
が
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
、
今
後
の
成
蹊
学
園
に
期
待

さ
れ
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
坂

私
が
在
籍
し
て
い
た
頃
も
、
高
校

生
の
約
半
数
は
、
成
蹊
大
学
以
外
の
大
学

に
進
学
し
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
、
さ
ら
に

進
学
校
化
が
進
行
し
、
そ
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
状
況
を
必
ず
し
も
否
定
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
学
園
の
頂
点

に
位
置
す
る
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
、

成
蹊
大
学
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
高
校
生

が
入
学
し
よ
う
と
思
う
よ
う
な
魅
力
あ
る

場
に
し
て
い
く
努
力
が
肝
要
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
園
全
体
も
活
性
化
が

図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
／
広
報
課
　
伊
藤
昌
弘
）

優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

成
蹊
学
園
出
身
者
の
強
み
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ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

課
題
レ
ポ
ー
ト
が

起
業
の
き
っ
か
け
に



リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
大
学
新
卒
者
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
過
去
四

年
間
、
一
・
三
倍
台
で
微
増
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
一
・
六
倍
と
な
り
、
就
職
環
境
は
急
速
に

好
転
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
十
月
二
十
七
日
付
の
日
本
経
済
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た「
二
〇
〇
六
年
度
採
用
状
況
調

査
」で
は
、
定
期
採
用
の
大
卒
内
定
者
数
は
二
〇
〇

五
年
春
実
績
比
一
三
･
〇
％
増
と
二
年
連
続
し
て

増
加
し
て
お
り
、
多
く
の
企
業
は
、
業
績
回
復
に
伴

う
営
業
力
・
技
術
力
の
強
化
、
少
子
化
の
進
展
や

団
塊
の
世
代
の
大
量
定
年
退
職
を
視
野
に
、
人
材

の
確
保
を
加
速
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
年
度
当
初
の
採
用
計
画
数
は
今
春
実
績

比
二
三
・
九
％
増
と
の
調
査
結
果
が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
前
述
の
と
お
り
、
採
用
実
績
は
計
画

よ
り
一
〇
％
程
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年

も
同
様
で
各
企
業
の
採
用
ス
タ
ン
ス
が
依
然「
採
用

予
定
人
数
の
確
保
よ
り
、
学
生
の
質
を
優
先
さ
せ

る
」と
い
う
厳
選
採
用
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
ま
で
は
、
企

業
に
体
力
も
あ
り
採
用
予
定
人
数
の
確
保
を
重
視

し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
を
経
験
し
、
合

理
化
を
進
め
て
以
来
、
コ
ア
と
な
る
人
材
の
確
保

に
主
眼
を
置
き
、
採
用
予
定
人
数
が
不
足
し
た
場

合
は
、
中
途
採
用
や
契
約
社
員
な
ど
で
補
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
方
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
業
績
が
回
復
し
既
存
事
業
の

拡
大
や
営
業
部
門
の
増
強
等
の
た
め
採
用
意
欲
は

高
く
な
っ
て
お
り
、
採
用
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
し

て
、
優
秀
な
人
材
を
採
用
予
定
人
数
ま
で
確
保
し

よ
う
と
す
る
企
業
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
就
職
部
で
は
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
、
百
社
以
上
の
企
業
を
訪
問
し
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
採
用
担
当
者
か

ら
来
年
度
も
今
年
度
並
み
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

採
用
を
考
え
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
、
就
職
環
境
は

好
調
を
維
持
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
二

〇
〇
六
年
三
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定

率
は
、
十
月
一
日
現
在
、
全
国
で
六
五
・
八
％
、
関

東
地
区
で
七
二
・
五
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
よ
り

四
〜
五
％
増
加
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。

成
蹊
大
学
四
学
部
と
大
学
院
を
合
わ
せ
た
就
職

希
望
者
、
一
六
七
九
名（
内
工
学
研
究
科
六
十
七

名
）の
同
時
期
の
就
職
内
定
率
は
七
七
・
五
％
と
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
十
一
月
十
日
現
在
で
は
、
八

一
・
五
％
と
、
こ
こ
数
年
の
中
で
も
高
い
数
値
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
内
定
企
業
を
見
て
み
ま
す
と
、
文
系
女

子
で
は
金
融
業
界
へ
の
内
定
が
堅
調
で
す
。
特
に
み

ず
ほ
銀
行
や
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
に
は
、
昨

年
の
内
定
者
数
を
上
回
る
数
の
学
生
が
内
定
し
ま

し
た
。

一
方
、
文
系
男
子
で
は
難
関
と
さ
れ
て
い
る
三

菱
商
事
や
住
友
商
事
な
ど
の
総
合
商
社
を
は
じ

め
、
東
京
三
菱
銀
行
、
大
日
本
印
刷
、
清
水
建
設
、

本
田
技
研
工
業
、
東
洋
製
罐
な
ど
業
界
を
代
表
す

る
優
良
企
業
に
幅
広
く
内
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の
学
生
も
、
三

菱
重
工
業
、
日
立
製
作
所
、
東
芝
、
三
菱
電
機
、
日

本
電
気
、ニ
コ
ン
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

多
く
の
優
良
企
業
に
内
定
し
て
お
り
、
堅
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

お
も
な
内
定
先
の
企
業
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

成
蹊
大
学
で
は
、
三
年
生
の
十
月
か
ら
就
職
活

動
に
向
け
た
支
援
を
開
始
し
ま
す
。
学
部
別
の
就

職
メ
イ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
、
就
職
講
演
会
、

就
職
模
擬
テ
ス
ト
、
内
定
者
に
よ
る
就
職
活
動
報

告
会
等
の
支
援
行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
最
も
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、
学
部
ご
と
に
担

当
者
を
配
置
し
た
個
別
相
談
に
よ
る
支
援
で
す
。

就
職
と
い
う
も
の
が
極
め
て
個
人
的
で
、
か
つ
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
に
深
く
関
わ
る
部
分
を
避
け
て
通
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
木
目
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
こ
そ
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
就
職
を
希

望
す
る
全
学
生
が
納
得
い
く
結
果
が
出
せ
る
ま
で
、

同
じ
担
当
者
が
学
生
の
活
動
状
況
に
即
し
た
相
談

を
終
始
一
貫
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別
相
談

は
、
十
二
月
中
旬
か
ら
開
始
し
、
求
人
紹
介
、エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
指
導

を
は
じ
め
、
就
職
・
進
路
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
個
別
相
談
の
利
用
を
促
進
し
、
就

職
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て

グ
ル
ー
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ル

ー
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
成
蹊
大
学
独
自
の
取
り
組
み

と
も
い
え
る
も
の
で
、
就
職
活
動
の
初
期
段
階
で
あ

る
三
年
生
の
十
一
月
に
、
学
生
全
員
が
学
部
相
談

担
当
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
と
し
て
、
十
〜
十

五
名
程
度
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
二
〜
三
週
間
に
わ
た
り
、
都
合
三
十
数
回

実
施
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
働
く
こ
と
の
意
義
か
ら

始
ま
り
、
就
職
戦
線
に
お
け
る
成
蹊
大
学
生
の
強

み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
と
就
職
部
の
情
報
の
本

質
的
な
違
い
と
そ
の
意
義
か
ら
、
就
職
活
動
の
具

体
的
な
進
め
方
な
ど
を
、
一
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て

約
一
時
間
ず
つ
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
だ
け
の
就
職
活
動
を

行
う
こ
と
の
多
い
学
生
に
対
し
、
様
々
な
業
界
に
日

本
を
代
表
す
る
優
良
企
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
こ
と
を
啓
蒙
す
る
た
め
の
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー

も
、
就
職
支
援
の
大
き
な
柱
と
し
て
お
り
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
は
、
後
期
試
験
終
了
直
後
か
ら
二
月
の
一

ヶ
月
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
ブ
ー
ス
形
式
の
合

同
セ
ミ
ナ
ー
方
式
の
よ
う
な
、
場
所
を
提
供
す
る

だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
学
生
が

希
望
す
る
す
べ
て
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
一
日
四
社
が
順
次
講
演
形
式
で
行
い
ま
す
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ
る
話

だ
け
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
や
内
定
者
が
数

多
く
参
加
す
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の

運
営
・
進
行
か
ら
学
生
に
対
す
る
参
加
企
業
の
紹

介
ま
で
、
す
べ
て
を
就
職
部
が
行
い
、
一
社
あ
た
り

の
平
均
参
加
人
数
も
二
百
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

成
蹊
大
学
で
は
個
別
相
談
を
中
心
に
各
種
支
援

行
事
も
含
め
、
学
生
の
就
職
活
動
状
況
に
対
応
し

た
支
援
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
学
部
教

育
と
の
連
携
を
図
り
、
就
職
支
援
の
さ
ら
な
る
充

実
と
、
低
学
年
に
対
す
る
相
談
・
支
援
の
充
実
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
就
職
部
）

二
〇
〇
五
年
度
の
就
職
状
況
と

就
職
支
援
の
特
長
に
つ
い
て

【
採
用
状
況
】

【
成
蹊
大
学
の
就
職
内
定
状
況
】

【
就
職
支
援
の
特
長
】

＊

＊

＊

おもな内定企業一覧 
（2005年11月15日現在） 
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（     ） 

企業名 合計 
（内女子） 文系学部 

（内女子） 

工学部 
（大学院含む） 
（内女子） 
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（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

（     ） 

内訳 

企業名 合計 
（内女子） 文系学部 

（内女子） 

工学部 
（大学院含む） 
（内女子） 

内訳 

企業名 合計 
（内女子） 文系学部 

（内女子） 

工学部 
（大学院含む） 
（内女子） 

内訳 

（株）みずほ銀行 63 60 63 60 

東京海上日動火災保険（株） 28 27 27 27 1 

（株）損害保険ジャパン 15 12 15 12 

東京海上日動あんしん生命保険（株） 13 13 13 13 

三井住友海上火災保険（株） 12 11 12 11 

大日本印刷（株） 11 4 6 4 5 

日本興亜損害保険（株） 11 9 11 9 

（株）三井住友銀行 11 7 10 7 1 

みずほ信託銀行（株） 10 9 10 9 

三菱電機ビルテクノサービス（株） 10  7  3 

日本生命保険（相） 9 8 9 8 

（株）りそな銀行 9 8 9 8 

（株）千葉銀行 7 3 7 3 

大同生命保険（株） 6 6 6 6 

（株）大和証券グループ本社 6 3 5 2 1 1 

（株）東京三菱銀行 6 2 6 2 

旭化成ホームズ（株） 5 3 5 3 

エム・シー・マシナリー（株） 5 4 5 4 

住友信託銀行（株） 5 4 5 4 

積水ハウス（株） 5 2 5 2 

ダイワボウ情報システム（株） 5 3 4 3 1 

凸版印刷（株） 5 2 1  4 2 

日本紙パルプ商事（株） 5 4 5 4 

東日本旅客鉄道（株） 5 2 2 1 3 1 

三井生命保険（株） 5 4 5 4 

出光興産（株） 4 2 4 2 

（株）インテリジェンス 4 1 4 1 

オリックス（株） 4 2 3 2 1 

警視庁警察官 4  4 

国家公務員（Ⅱ種） 4 1 3 1 1 

（株）ジェーシービー 4 3 4 3 

清水建設（株） 4  1  3 

住商機電貿易（株） 4 1 4 1 

大和ハウス工業（株） 4  3  1 

（株）中央住宅 4 2 3 1 1 1 

中央三井信託銀行（株） 4 3 4 3 

（株）トーハン 4 3 4 3 

（株）トヨタテクノサービス 4    4 

（株）日興コーディアルグループ 4  3  1 

三井リース事業（株） 4 3 3 3 1 

三菱自動車工業（株） 4 1 1 1 3 

郵船航空サービス（株） 4 2 3 2 1 

横河電機（株） 4    4 

あいおい損害保険（株） 3 2 3 2 

アメリカンファミリー生命保険会社 3 3 3 3 

（株）イシダ 3 2 3 2 

（株）伊勢丹 3 1 2 1 1 

オリックス自動車（株） 3 2 2 2 1 

キヤノン販売（株） 3  2  1 

共栄火災海上保険（株） 3 1 3 1 

コーンズドッドウェル（株） 3 2 3 2 

住商リース（株） 3 2 3 2

全日本空輸（株） 3  1  2 

太陽生命保険（株） 3 3 3 3 

田辺製薬（株） 3 2 2 1 1 1 

東京電力（株） 3    3 

東洋製罐（株） 3 1 3 1 

野村證券（株） 3 2 3 2 

東日本電信電話（株） 3  1  2 

（株）日立製作所 3 1 1  2 1 

（株）フジクラ 3  2  1 

本田技研工業（株） 3  1  2 

マックス（株） 3  2  1 

三井不動産販売（株） 3 2 3 2 

（株）横浜銀行 3 1 2 1 1 

（株）アイ・ティ・フロンティア 2    2 

アビームコンサルティング（株） 2 1 2 1 

石川島播磨重工業（株） 2 1 1 1 1 

市光工業（株） 2    2 

伊藤忠テクノサイエンス（株） 2    2 

ウシオ電機（株） 2 2 2 2 

ＮＥＣエンジニアリング（株） 2    2 

沖電気工業（株） 2 1   2 1 

加賀電子（株） 2 1 2 1 

キヤノン（株） 2 1 1 1 1 

共同印刷（株） 2  1  1 

（株）協和エクシオ 2  1  1 

（株）群馬銀行 2 1 2 1 

コナミ（株） 2  2 

埼玉縣信用金庫 2 2 2 2 

（株）サイバーエージェント 2 2 2 2 

三愛石油（株） 2  2 

（株）三陽商会 2 2 2 2 

ＪＦＥ商事（株） 2 1 2 1 

城南信用金庫 2 1 2 1 

（株）常陽銀行 2 1 2 1 

新菱冷熱工業（株） 2  2 

スズキ（株） 2 1 1 1 1 

住友商事（株） 2 1 2 1 

住友不動産販売（株） 2 1 1 1 1 

（株）成城石井 2 2 2 2 

西武信用金庫 2  2 

第一実業（株） 2  2 

第一生命保険（相） 2 2 2 2 

大成建設（株） 2 1 2 1 

大同特殊鋼（株） 2  2 

大日精化工業（株） 2  2 

武田薬品工業（株） 2 1 1 1 1 

多摩中央信用金庫 2 1 2 1 

千代田化工建設（株） 2  1  1 

（株）ディーシーカード 2 2 2 2 

東京特別区職員（Ⅰ類） 2 2 2 2 

（株）東京都民銀行 2  2 

（株）東芝 2 1   2 1

（株）ニコン 2    2 

日本銀行 2 2 2 2 

日本電気（株） 2    2 

（株）日本航空インターナショナル 2 2 2 2 

日本マスタートラスト信託銀行（株） 2 2 2 2 

（株）野村総合研究所 2 2 2 2 

ハウス食品（株） 2  2 

フィリップスメディカルシステムズ（株） 2    2 

富国生命保険（相） 2  2 

（株）船井総合研究所 2  1  1 

三井住友カード（株） 2  2 

三菱信託銀行（株） 2 2 2 2 

三菱ふそうトラック・バス（株） 2    2 

（株）村田製作所 2 1 1 1 1 

（株）メリーチョコレートカムパニー 2 1 2 1 

（株）八千代銀行 2  2 

（株）和光 2 1 2 1 

アイシン・エイ・ダブリュ（株） 1    1 

（株）イトーキ 1  1 

（株）ＩＮＡＸ 1 1 1 1 

エーザイ（株） 1 1 1 1 

（株）エヌ・ティ・ティ・データ 1    1 

（株）大林組 1  1 

小田急電鉄（株） 1  1 

小野薬品工業（株） 1    1 

オリンパス（株） 1  1 

（株）小糸製作所 1 

（株）資生堂 1 1 1 1 

（株）　島屋 1 1 1 1 

（株）竹中工務店 1  1 

（株）帝国データバンク 1  1 

東京都公立学校教員 1 1 1 1 

東京都職員（Ⅰ類） 1    1 

（株）東北新社 1 1 1 1 

ＴＯＴＯ（株） 1    1 

日産自動車（株） 1    1 

日本ビクター（株） 1    1 

野村不動産（株） 1  1 

日野自動車（株） 1    1 

富士重工業（株） 1  1 

（株）毎日新聞社 1  1 

マツダ（株） 1    1 

三井物産（株） 1 1 1 1 

三菱重工業（株） 1 1   1 1 

三菱商事（株） 1  1 

三菱電機（株） 1    1 

明治製菓（株） 1 1 1 1 

明治安田生命保険（相） 1  1 

森永製菓（株） 1  1 

森永乳業（株） 1    1 

安田不動産（株） 1 1 1 1
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体
的
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
の

ス
ク
リ
ー
ン
画
面
に
本
学
で
行
わ
れ

て
い
る
講
義
を
同
時
中
継
し
ま
す
。

ま
た
質
問
な
ど
の
受
け
答
え
も
可
能

な
双
方
向
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

開
設
は
、
二
○
○
六
年
四
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
法
科
大
学

院
以
外
の
利
用
も
検
討
し
、
成
蹊
学

園
の
新
し
い
拠
点
と
し
て
、
よ
り
多

く
の
在
校
生
・
卒
業
生
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

本
学
で
は
、
火
災
や
地
震
と
い
っ

た
災
害
に
備
え
た
対
策
を
立

て
危
機
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
十
一
月
二
日
に
は
消
防

避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

理
工
学
部
研
究
室
で
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
で
火
災
通
報
訓
練
、

初
期
消
火
活
動
、
学
生
の
避
難
誘
導

な
ど
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
終
了
後
は
、
武
蔵
野
消

防
署
の
指
導
協
力
の
も
と
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
前
に
て
、

消
火
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体

験
、
煙
ハ
ウ
ス
か
ら
の
脱
出
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
姿

勢
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
教
職
員
や
理
工
学
部
の
学
生

を
中
心
に
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
適

切
な
知
識
と
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立

つ
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

第
五
十
六
回
四
大
学
運
動
競
技

大
会（
四
大
戦
）が
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
三
日

間
、
成
城
大
学
を
会
場
校
に
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
大
戦
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
の
あ
る
成
蹊
大

学
、
武
蔵
大
学
、
成
城
大
学
、
学
習
院

大
学
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

伝
統
あ
る
行
事
で
す
。
今
回
は
、「
そ

の
刻
、
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
た
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
体
育
会
各
部
に
所
属

す
る
学
生
に
よ
る「
正
式
種
目
」、
学

内
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
一
般
の
学
生

が
好
き
な
種
目
に
参
加
で
き
る「
一

般
種
目
」、
教
職
員
に
よ
る「
教
職
員

種
目
」か
ら
構
成
さ
れ
、「
正
式
種
目
」

と「
一
般
種
目
」の
合
計
得
点
で
競
わ

れ
ま
す
。
本
学
は
、
総
合
第
二
位
の

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
後
の
十
一
月
一
日
に

は
、
四
大
戦
で
活
躍
し
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
団
体
を
表
彰
す
る「
成

績
優
秀
団
体
賞
状
授
与
式
」
が
本
館

前
に
て
行
わ
れ
、
秋
晴
れ
の
下
、
学
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
へ
賞
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
高
校
生
に
よ
る
大

学
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
見
学
の
内
容
は
、
図
書

館
、
学
園
情
報
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
学
内
施
設
の
内
覧
と
キ
ャ
ン
パ

ス
散
策
、
教
職
員
に
よ
る
本
学
の
概

要
説
明
・
体
験
講
義
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
高
校
の「
総
合
学
習
」の
授

業
、
ま
た
は
、
進
路
指
導
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
ク

ラ
ス
単
位
や
本
学
見
学
を
希
望
し
た

生
徒
を
高
校
教
諭
が
引
率
し
て
来
校

し
ま
す
。
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本
学
で
は
、「
学
生
満
足
度
の
向

上
」、「
学
生
活
力
の
大
学
運

営
へ
の
活
用
」
を
目
的
と
し
て
、
学
長

主
導
の
下
、「
S
E
I
K
E
I
架
け
橋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
十
一
月
よ
り
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
学
長
と
学
生
の
交

流
を
深
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
生
の

声
に
学
長
が
耳
を
傾
け
、
学
生
本
位

の
大
学
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
と
し
て
、
学

長
意
見
箱
を
学
内
三
ヶ
所（
大
学
三

号
館
、
十
四
号
館
、
西
一
号
館
の
各

一
階
ロ
ビ
ー
）に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
箱
は
、
学
生
が
成
蹊
で

の
生
活
に
つ
い
て
、「
お
か
し
い
な
」、

「
不
便
だ
な
」、「
こ
う
し
て
み
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
感
じ
て
い
る
こ

と
を
直
接
学
長
あ
て
に
投
書
し
て
も

ら
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
学
長
が
自
ら
回

答
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
投
書
用

紙
は
意
見
箱
に
常
置
さ
れ
、
ま
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
用

紙
に
よ
る
投
書
の
郵
送
受
け
付
け
も

行
い
ま
す
。
氏
名
・
学
籍
番
号
の
記
入

は
必
須
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

誠
意
と
熱
意
の
こ
も
っ
た
意
見
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
投
書
の
回
収
は
毎
月
第
一
、

第
三
木
曜
の
二
回
行
わ
れ
ま
す
。
届

け
ら
れ
た
意
見
は
、
学
長
・
学
長
補
佐

に
よ
り
対
応
が
検
討
さ
れ
、
内
容
に
よ

っ
て
各
関
係
部
署
、
委
員
会
に
お
い
て

意
見
に
対
す
る
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
書
意
見
、
お
よ
び
学
長
か
ら
の

回
答
は
、
原
則
と
し
て
学
内
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、

意
見
提
出
者
の
氏
名
な
ど
個
人
情
報

は
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
一
ヶ
月
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
の
で
、

学
生
は
大
学
側
の
動
き
を
随
時
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
意

見
提
出
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
別
途

書
面
に
よ
る
詳
細
回
答
も
行
い
ま
す
。

こ
の
意
見
箱
の
愛
称
は
、「
学
長
直

行
便
」で
、
意
見
箱
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
、
学
生
か
ら
公
募
し
、
学
長
自
ら

が
選
ぶ
と
い
う
形
で
決
め
ま
し
た
。
学

生
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
愛
称
が
多
数
応

募
さ
れ
た
中
か
ら
決
ま
っ
た
愛
称
は
、

設
置
ポ
ス
ト
に
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
S
E
I
K
E
I
架
け
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
学

長
と
成
蹊
大
学
新
聞
会
に
よ
る
対
談

企
画
も
行
わ
れ
、
学
長
と
新
聞
会
と

の
率
直
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
模
様
が
成
蹊
大
学
新
聞
第

大 学 の 近 況大 学 の 近 況

様
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
学
生
相
談
室
電
話
番
号
》

○
四
二
二
│

三
七
│

三
八
○
七

本
学
法
科
大
学
院
に
お
い
て
は
、

在
籍
者
の
う
ち
約
半
数
が
社

会
人
学
生
で
す
。
社
会
人
学
生
の
中

に
は
、
業
務
終
了
後
、
法
科
大
学
院
の

社
会
人
向
け
授
業
開
始
時
刻
の
十
八

時
三
十
分（
六
時
限
目
の
開
始
時
刻
）

ま
で
に
来
校
す
る
こ
と
が
日
常
的
に

困
難
な
状
況
に
あ
る
学
生
も
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
の
関
係
で
授
業
開
始
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
人
学
生
の
就
学

サ
ポ
ー
ト
は
、
本
学
法
科
大
学
院
に

と
っ
て
重
点
課
題
の
一
つ
で
す
。
そ
の

た
め
の
対
応
と
し
て
、
都
心
の
丸
の

内
に
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
を
設
置

し
て
、
本
学
で
行
わ
れ
る
平
日
の
六
、

七
時
限
目
の
授
業
を
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ

フ
ィ
ス
で
も
聴
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具

二
百
四
十
九
号
小
特
集
面
で
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

意
見
箱
設
置
に
よ
り
、
学
生
と
大

学
側
と
の
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
教
員
、
職
員
、
学
生
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
て
成
蹊
大
学
を
よ
り
魅

力
あ
ふ
れ
る
大
学
へ
と
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
S
E
I
K
E
I
架
け
橋

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
弾
と
し
て「
学
長

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
」も
実
施
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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文
学
部
は
今
年
で
創
立
四
十
周

年
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
記

念
し
て
十
一
月
二
十
日
、
文
学
部
・
文

学
部
同
窓
会
の
共
催
で
祝
賀
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
英
米
文
学
科
卒
業

の
小
池
真
理
子
さ
ん
と
法
学
部
政
治

学
科
卒
業
の
桐
野
夏
生
さ
ん
の
対
談

「
あ
の
頃
の
私
た
ち
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
と
も
に
直
木
賞
、
日
本
推
理

作
家
協
会
賞
な
ど
多
く
の
賞
に
輝
く

当
代
の
売
れ
っ
子
作
家
で
す
が
、
三
十

年
前
の
成
蹊
大
学
生
時
代
の
思
い
出

や
読
書
遍
歴
、
創
作
活
動
に
入
っ
た

き
っ
か
け
か
ら
、
時
に
は「
こ
れ
は
オ
フ

レ
コ
」と
断
り
な
が
ら
の
文
壇
裏
話
ま

で
、
二
人
の
軽
妙
な
会
話
の
展
開
に

会
場
の
小
学
校
体
育
館
は
お
お
い
に

沸
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
場
所
を
大
学
十
号
館
十

二
階
ホ
ー
ル
に
移
し
て
、
祝
賀
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
学
園
関
係
者
・
卒
業

生
・
現
旧
教
職
員
が
グ
ラ
ス
を
手
に

学
部
創
設
時
の
思
い
出
や
最
近
の
キ

ャ
ン
パ
ス
の
変
貌
ぶ
り
に
会
話
の
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。
一
九
六
九
年
の
第

一
回
卒
業
生
以
来
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

か
ら
の
懐
か
し
い
ゼ
ミ
写
真
や
、
先
生

方
の
若
か
り
し
頃
の
顔
が
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
歓
声
や
ど
よ
め
き
が
あ
が
る

な
ど
、
終
始
和
や
か
な
う
ち
に
散
会

し
ま
し
た
。

英
米
文
学
科
・
日
本
文
学
科
・
文

化
学
科
の
三
学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た

文
学
部
は
、
現
在
、
文
化
学
科
を
廃

し
国
際
文
化
学
科
・
現
代
社
会
学
科

を
新
設
し
て
四
学
科
と
な
り
ま
し
た

が
、
四
十
年
の
歴
史
と
伝
統
の
蓄
積

の
上
に「
時
代
と
社
会
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
自
立
的
人
間
」の

育
成
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
さ
ら
な
る

改
革
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

学
生
相
談
室
で
は
、
大
学
生
な

ら
誰
も
が
抱
え
る
悩
み
や
課

題
―
学
業
・
性
格
・
人
間
関
係
・
進
路

な
ど
―
に
つ
い
て
の
相
談
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
大
変
多
く
の

学
生
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

相
談
以
外
に
も
、
学
生
が
自
分
ら
し

い
豊
か
な
学
生
生
活
を
過
ご
す
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
」は
、
年
に
二
回
、
外
部
か
ら

講
師
を
招
き
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
行
っ
た
内
容
に
は「
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
立
ち
居
振

る
舞
い
」「
ヨ
ー
ガ
」
な
ど
が
あ
り
、
多

い
時
に
は
七
十
名
近
く
の
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

の
ん
き
そ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、

実
は
な
に
か
と
忙
し
く
、
ス
ト
レ
ス
の

多
い
生
活
を
し
て
い
る
現
代
の
学
生

に
と
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
や
さ
し

い
時
間
と
日
々
の
生
活
に
生
か
せ
る

知
恵
と
術
を
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

十
二
月
七
日
に
は
成
蹊
学
園
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
人
権
委
員
会
と

共
催
で
、「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
恋
愛
の

す
す
め
―
デ
ー
ト
D
V
を
防
ぐ
た
め

に
―
」
と
い
う
、
学
生
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
か
ら
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
を

行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。

な
お
、
相
談
室
で
は
ご
父
母
の
皆

丸
の
内

サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
開
設

こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催

消
防
避
難
訓
練
を
実
施

四
大
学
運
動
競
技
大
会

高
校
生
に
よ
る
大
学
見
学

S
E
I
K
E
I

架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

文
学
部
創
立
四
十
周
年
を

祝
う
会
開
催

本
年
度
は
、
十
一
月
十
五
日
現
在

で
、
東
京
近
県
を
中
心
に
三
十
七
校
、

約
千
二
百
名
の
高
校
生
・
P
T
A
が
来

校
し
て
い
ま
す
。
学
年
は
一
〜
二
年

生
が
ほ
と
ん
ど
で
、
初
め
て
大
学
を

訪
れ
る
高
校
生
も
多
く
、「
実
際
に
見

学
し
て
雰
囲
気
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
と

か「
大
学
の
授
業
は
面
白
そ
う
だ
か

ら
、
ぜ
ひ
進
学
し
た
い
」
等
の
声
が
聞

か
れ
、
満
足
度
は
非
常
に
高
い
よ
う

で
す
。

高
校
生
が
進
学
先
を
決
定
す
る
の

に
実
際
に
大
学
を
訪
れ
て
み
る
こ
と

は
、
進
路
を
明
確
に
す
る
上
で
も
、

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

キ
ャ
ン
パ
ス
や
授
業
、
充
実
し
た
施
設

を
体
感
し
て
も
ら
い
、
本
学
の
魅
力
を

実
感
で
き
る
内
容
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

学
位
授
与
式
に
つ
い
て

二
○
○
五
年
度
成
蹊
大
学
学
位

授
与
式
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

日
時
　
三
月
十
八
日（
土
）十
時
よ
り

場
所
　
大
学
体
育
館

―
ご
父
母
の
皆
様
―

式
場
が
手
狭
な
た
め
、
式
場
へ
の

入
場
は
修
了
者
・
卒
業
者
ご
本
人
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ご
来
校
の
際
に
は
、
モ
ニ

タ
ー
放
送
に
よ
り
式
の
様
子
を
別

会
場
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
会
場
は
、
大
学
四
号
館

ホ
ー
ル
他
で
す
。

（
お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。）



14

中 学 ・ 高 等 学 校 の 近 況

高
校
体
育
大
会
は
、
二
学
期
が

始
ま
り
、
再
び
学
校
生
活
に

も
慣
れ
て
き
た
九
月
十
三
日
、
十
四

日
の
二
日
間
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
体
育
大
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
運

動
委
員
会
を
中
心
に
秋
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
サ

ッ
カ
ー
な
ど
の
球
技
種
目
で
し
た
が

試
合
を
し
て
い
る
者
と
応
援
を
し
て

い
る
者
が
一
体
と
な
っ
て
競
い
合
い
、

大
き
な
怪
我
も
な
く
無
事
終
了
し
ま

し
た
。中

学
体
育
祭
は
、
九
月
十
五
日

に
四
百
メ
ー
ト
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
ク
ラ
ス
別
縦
割
り
で（
G
組
は
二

学
年
に
入
り
競
技
）行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
同
様
、
一
学
期
か
ら
準
備
を

し
、
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。
大
玉
こ

ろ
が
し
、
二
人
三
脚
障
害
物
競
走
、

騎
馬
戦
、
学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ

ー
、
部
活
対
抗
リ
レ
ー
等
で
力
を
発

揮
し
、
応
援
合
戦
で
は
大
声
を
張
り

上
げ
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
に

向
け
完
全
燃
焼
し
ま
し
た
。

中
高
文
化
祭
は
、
十
月
一
日
、
二

日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
高
生
は
一
学
期
か

ら
準
備
を
し
、
ク
ラ
ス
や
団
体
に
よ
っ

て
は
夏
休
み
中
も
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
二
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
来

場
者
は
多
く
、
二
日
目
の
午
後
に
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
中
高
文
化

部
に
よ
る
大
教
室
や
理
科
棟
、
特
別

教
室
棟
の
発
表
・
展
示
を
中
心
に
、
中

学
前
庭
で
は
創
作
ダ
ン
ス
や
男
子
硬

式
テ
ニ
ス
部
に
よ
る
息
の
あ
っ
た
太
鼓

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
高
校

前
庭
で
は
、
吹
奏
楽
部
、
ダ
ン
ス
部
の

公
演
に
加
え
、
劇
を
上
演
し
た
ク
ラ

ス
や
毎
年
恒
例
の
女
子
バ
レ
ー
部
に

よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
有
志
の
和

太
鼓
演
奏
、
三
年
女
子
運
動
部
に
よ

る
勇
壮
な
ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
が
行
わ

れ
、観
客
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
雨
天
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
打
ち
上
げ
花
火
も
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
、
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な

り
ま
し
た
。

夏
休
み
に
成
蹊
の
中
高
生
十
七

名
が
カ
ウ
ラ
校
で
交
流
を
深

め
て
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
十
月
一

日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
カ
ウ
ラ
校
か

ら
十
六
名
の
生
徒
と
二
名
の
教
諭
が

成
蹊
の
中
高
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
文
化
祭
の
二
日

目
に
は
、
中
学
前
庭
に
て
盛
大
に
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ

ウ
ラ
生
は
授
業
へ
の
参
加
だ
け
で
は

な
く
、
箱
根
寮
に
宿
泊
し
て
富
士
山

に
登
っ
た
り
、
日
光
に
出
か
け
た
り
と

日
本
の
秋
を
十
分
に
満
喫
し
て
帰
国

し
ま
し
た
。

中
学
校
の
遠
足
は
、
十
月
二
十

八
日
に
天
候
に
恵
ま
れ
予
定

ど
お
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生

は
ク
ラ
ス
の
中
で
班
分
け
を
し
、
奥

多
摩
の
氷
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
飯
盒

炊
爨
と
鍋
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
二
年
生
は
、
鎌
倉
・
北
鎌
倉
に

行
き
ま
し
た
。
三
年
生
の
時
に
行
く

修
学
旅
行
で
は
班
別
行
動
を
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
練
習
も
兼
ね
、
グ
ル
ー

プ
別
に
見
学
し
ま
し
た
。
三
年
生
は
、

奥
多
摩
駅
か
ら
徒
歩
三
十
分
の
ア
メ

リ
カ
キ
ャ
ン
プ
村
で
、
野
外
で
の
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
、
中

高
の
受
験
生
と
保
護
者
を
対

象
に
学
校
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
、
一
学
期
に
開
催

し
た
第
一
回
も
含
め
、
十
月
十
五
日
、

十
一
月
二
十
六
日
の
計
三
回
実
施

し
、
各
回
と
も
盛
況
で
し
た
。

十
一
月
五
日
、
十
二
日
に
行
わ
れ

た
高
校
の
説
明
会
も
、
多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
会
場
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。

毎
日
新
聞
社
主
催
の「
第
五
回

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
高
校

生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、
本
校
の

村
上
綾
那
さ
ん
が
佳
作
に
入
選
し
ま

し
た
。
村
上
さ
ん
は
昨
年
に
続
い
て
の

受
賞
で
、
全
国
お
よ
び
米
・
豪
・
韓
な

ど
六
ヶ
国
千
九
十
八
校
一
万
九
十
五

名（
予
選
通
過
者
は
三
千
百
十
九
名
）

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
本
原
子
力
文
化
振
興
財
団
主

催
の
第
三
十
七
回
高
校
生
論

文
募
集
に
応
募
し
た
本
校
の
生
徒
が

最
優
秀
理
事
長
賞
を
受
賞
し
、
学
校

と
し
て
も
最
優
秀
学
校
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

高
校
体
育
大
会

中
学
体
育
祭

蹊
祭（
中
高
文
化
祭
）

カ
ウ
ラ
中
高
生
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

中
学
校
遠
足

中
高
学
校
説
明
会

ネ
ッ
ト
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

高
校
生
論
文
入
選

運動部

中学

●女子バレーボール部
＊第9ブロック新人大会………準優勝
（2年連続 都大会出場は6年連続）

●硬式テニス部（男子）
＊都大会新人戦 ダブルス …ベスト8
＊都大会新人戦 団体 …………優勝
＊関東大会新人戦 団体………第3位

●硬式テニス部（女子）
＊都大会新人戦 団体 ………第5位
＊関東大会新人戦 団体…ベスト16位

高校

●硬式テニス部（男子）
＊都大会新人戦………………第3位

●硬式テニス部（女子）
＊都大会新人戦 ……………ベスト8

●水泳部女子
＊都新人水泳大会 個人………第6位

●サッカー部
＊全国選手権大会 都大会

……1回戦　対都江戸川　5対1
……2回戦　対駿台学園　0対1

●ダンス部
＊第21回ヤングサウンドフェスティバル
ダンス部門（25団体出場）
……グランプリ受賞（2年連続）

●ラグビー部
＊第85回全国高校ラグビーフットボール
大会東京都予選 第一地区……優勝

全国大会出場

文化部

高校

●演劇部
＊第59回東京都高等学校
演劇コンクール中央発表会
……………演劇研究会賞 受賞

運動部・文化部の活躍 

高校ラグビー部が東京都大会で優勝し、
全国大会（花園）に出場することになりま
した。詳細は18ページをご覧ください。
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訪
れ
の
遅
か
っ
た
秋
も
、
や
っ
と

素
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

黄
金
色
の
公
孫
樹
の
葉
は
ト
ン
ネ
ル

山
と
そ
の
周
辺
を
覆
い
、
子
ど
も
た

ち
の
生
活
の
場
に
色
と
り
ど
り
の

木
々
が
美
の
競
演
を
し
て
い
ま
す
。

心
を
豊
か
に
育
む
秋
の
風
情
も
、
秋

恒
例
の
全
校
落
ち
葉
掃
き
が
始
ま
り
、

松
林
か
ら「
や
き
い
も
大
会
」の
白
い

煙
が
の
ぼ
る
頃
、
短
い
秋
か
ら
木
枯

ら
し
吹
く
武
蔵
野
の
冬
へ
と
変
貌
し

て
い
き
ま
す
。

十
一
月
の
一
日
か
ら
ほ
ぼ
一
週

間
か
け
て
、
新
し
い
仲
間
を
選

ぶ
新
一
年
生
の
入
学
選
考
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
百
十
二
名（
男
女
各

五
十
六
名
）の
合
格
者
が
決
ま
り
ま

し
た
。

今
後
数
回
の「
保
護
者
会
」を
経
て
、

四
月
の
入
学
の
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
時
を
迎
え
る
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
の
心
に
、
保
護
者
の
方
々
の

心
に
は
大
き
な
期
待
と
小
さ
な
不
安

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大

き
な
期
待
に
応
え
、
小
さ
な
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
受
け
入

れ
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。

こ
こ
数
年
の
志
願
者
数
の
変
化
は

次
の
と
お
り
で
す
。

第
四
十
九
回
東
京
都
児
童
生
徒

発
明
く
ふ
う
展
に
お
い
て
、
今

年
も
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
し
た
知

恵
を
形
に
表
し
た
本
校
の
子
ど
も
た

ち
の
作
品
が
多
数
高
い
評
価
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
一
月
二

十
八
日
に
は
東
京
都
で
そ
の
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
発
明
協
会
東
京
支
部
長
賞

「
ヤ
ド
カ
リ
カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
」

六
年
　
浅
沼

博
貴

○
毎
日
小
学
生
新
聞
賞

「
パ
パ
ッ
取
れ
ー
る
」三

年
　
秋
元

晴
日

○
東
京
文
具
工
業
連
盟
会
長
賞

「
針
い
た
な
く
な
る
ふ
し
ぎ
な
箱
」

四
年
　
濱
田

佳
奈
子

○
発
明
協
会
東
京
支
部
賞

吉
田
発
明
記
念

「
ポ
ケ
ザ
ブ
」

五
年
　
岡
田

真
奈

○
優
秀
賞

「
ま
つ
ぼ
っ
く
ん
２
号
」三

年
　
齋
藤

淳

「
ミ
ラ
ク
ル
虫
か
ご
」三

年
　
宮
川

雅
季

「
型
く
ず
れ
ボ
ウ
シ
君
」

五
年
　
藤
井

菜
々
子

「
花
び
ん
な
ど
の

奥
の
よ
ご
れ
の
が
さ
な
〜
い
」

六
年
　
大
堀

啓
太

○
入
選

「
タ
ー
ン
か
さ
立
て
」三

年
　
平
山

里
和

「
ス
パ
ッ
と
く
ん
」

三
年
　
宮
野

綾

「
く
っ
つ
く
パ
ズ
ル
」三

年
　
山
下

眞
穂

「
カ
ッ
飛
び
丸
」

四
年
　
川
邑

宏
平

以
上
の
個
人
の
受
賞
と
と
も
に
、

東
京
都
か
ら
三
校
だ
け
が
選
ば
れ
た

「
学
校
賞
」を
今
年
も
授
与
し
ま
し
た
。

発
明
く
ふ
う
展
だ
け
で
な
く
本
校

の
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
企
業
主
催
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
を
し
、
賞
を

受
け
た
子
も
多
数
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の

東
京
都
代
表
に
な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
男

の
子
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
み
ん

な
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

成
蹊
小
学
校
は
今
年
九
十
一
年

目
の
時
を
踏
み
し
め
て
い
ま

す
。
こ
の
場
に
居
合
わ
す
こ
と
が
で

き
た
の
も
創
立
者
中
村
春
二
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
諸
先
輩
の

方
々
が
、
苦
労
し
な
が
ら
踏
み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
足
跡
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
成
蹊
小
学
校
の
原
点
か
ら
、
滞

る
こ
と
な
く
流
れ
て
続
け
て
き
た
歴

史
の
重
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
未
来
へ
向

か
う
私
た
ち
の
決
意
を
よ
り
確
か
な

も
の
と
す
る
た
め
に
十
二
月
三
日

（
土
）記
念
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

平
素
の
授
業
を
公
開
し
躍
動
感
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
関
係
者
約
百

三
十
数
名
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
い
て
、
昔
と
未
来
の
成
蹊
小
学
校

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ま
た
時
の
階
段
を
上
り

新
し
い
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
方
々
の
や
さ
し
く
厳
し
い
眼
差

し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

十
二
月
一
日
、
甲
南
小
学
校
と

「
教
員
相
互
交
換
事
業
に
関

す
る
覚
書
」の
調
印
式
を
行
い
ま
し

た
。
従
前
か
ら
何
か
と
縁
の
深
い
両

校
が
、
教
員
交
流
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
文
化
、
体
育
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
今
後
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

新
し
い
風
も

吹
き
始
め
て
い
ま
す

今
年
も「
学
校
賞
」を
受
賞

創
立
九
十
年
を
祝
う

甲
南
小
学
校
と
覚
書
調
印

※2005年度より、定員を112名（前年度より-2）とし、男女同数とする。 

志　願　者 

男 女 計 

2001年度 

2002年度 

2003年度 

2004年度 

2005年度 

2006年度 

422 

433 

469 

519 

438 

493 

334 

369 

334 

351 

414 

405 

756 

802 

803 

870 

852 

898 



成
蹊
学
園
と
し
ま
し
て
は
、
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
今
後
の
募
金
活
動
に
活
か

し
な
が
ら
目
標
達
成
の
た
め
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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成蹊学園創立100周年記念事業募金寄付申込者ご芳名
（第10回　2005年10月1日～2005年11月30日ご入金分）

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
募
金

の
趣
旨
に
ご
賛
同
賜
り
、
多
数
の
皆
様
方
か
ら

心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
第
十
回
の
ご
芳
名
を
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
志
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

□
掲
載
要
項

●
対
象
期
間
は
二
〇
〇
五
年
十
月
〜
二
〇
〇
五
年

十
一
月
寄
付
入
金
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
掲
載
区
分
は
、
①
法
人
、
②
団
体
・
そ
の
他
、
③
個

人
の
三
区
分
で
、
個
人
に
つ
い
て
は
、
在
学
生
父

母
・
同
窓
生（
同
窓
会
別
）・
篤
志
家
・
教
職
員（
学

園
関
係
者
を
含
む
）に
分
類
し
て
い
ま
す
。

●
原
則
と
し
て
、
掲
載
す
る
掲
載
区
分
・
ご
芳
名
等

は
、「
寄
付
申
込
書
」に
記
入
さ
れ
た
表
記
に
よ
る

も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
匿
名
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
は
除

か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

■寄付入金状況 

区　分 入金件数 寄付金額 

在学生父母 

同窓生 

教職員・学園関係者 

法人・団体その他 

合　計 

単位（千円） 

（2005年11月30日現在） 

874

2,333

876

152

4,235

95,115

121,065

49,472

176,150

441,802
※入金件数には分割納入分が重複しています 

※ 

※入金件数には分割納入分が重複しています 

ご
芳
名

株
式
会
社
内
田
洋
行
様

株
式
会
社
桜
映
社

様

株
式
会
社
斉
義

様

株
式
会
社
日
さ
く

様

株
式
会
社
山
田
事
務
所
様

岐
阜
成
蹊
会

様

成
蹊
大
学
昭
和
二
十
六
年
度
入
学
者

及
び

昭
和
二
十
八
〜
三
十
年
修
了（
プ
レ
メ
）

・
卒
業
者（
政
経
）の
集
い

様

在
学
生
父
母

阿
部
　
恭
久

様

荒
井
　
淳

様

伊
東
　
優

様

岩
月
　
敏

様

遠
藤
　
彰

様

大
野
　
健
吉

様

岡
野
　
良
男

様

小
久
保
　
豊

様

近
藤
　
万
希
子

様

杉
山
　
貴
子

様

竹
下
　
肥
成

様

中
村
　
惠
美
子

様

波
夛
野
　
正
信

様

蜂
谷
　
忠
正

様

平
山
　
英
哲

様

町
田
　
幹

様

松
岡
　
正

様

松
崎
　
幸
治

様

丸
山
　
光
政

様

宮
嵜
　
桂
壽

様

山
口
　
幸
男

様

山
崎
　
勝
磨

様

同
窓
生

「
高
等
学
校（
旧
制
）同
窓
会
」

稲
川
　
勉

様

島
尾
　
和
男

様

長
尾
　
透

様

半
田
　
恵
一

様

宮
本
　
正
光

様

「
や
よ
い
会（
女
学
校
）」

澤
田
　
幸

様

服
部
　
斐
子

様

「
政
治
経
済
学
部
同
窓
会
」

石
井
　
勝
也

様

石
田
　
和
孝

様

糸
川
　
洋
夫

様

稲
垣
　
征
雄

様

小
澤
　
栄
八
郎

様

梶
谷
　
純
子

様

川
野
　
三
十
志

様

栗
原
　
泰

様

佐
々
木
　
邦
生

様

佐
藤
　
洋
史

様

田
中
　
脩
平

様

辻
村
　
豊

様

新
島
　
健

様

野
口
　
晋
吾

様

畑
地
　
誠

様

福
西
　
哲
雄

様

古
河
　
拓

様

細
谷
　
克
子

様

牧
田
　
祐
治

様

村
野
　
儀
右
衛
門

様

安
田
　
敬
一

様

渡
邊
　
剛

様

「
医
歯
学
進
学
課
程
同
窓
会
」

藍
原
　
寧

様

「
小
学
校
同
窓
会
」

伊
東
　
奈
々
子

様

若
尾
　
公
人

様

「
高
等
学
校（
新
制
）同
窓
会
」

石
田
　
裕
子

様

入
江
　
昭

様

岩
村
　
公
彦

様

岡
田
　
安
弘

様

佐
久
間
　
英
輔

様

澤
田
　
悠
紀

様

下
村
　
令
子

様

時
田
　
玲
子

様

服
部
　
泰

様

藤
本
　
淳
一

様

藤
本
　
純
子

様

藤
本
　
真
由

様

前
林
　
伸
弘

様

三
浦
　
澄

様

三
井
　
康
平

様

三
井
　
洋
介

様

宗
像
　
健
介

様

山
田
　
宏

様

「
工
学
部
同
窓
会
」

新
井
　
博
之

様

飯
口
　
威
一

様

市
川
　
裕
夫

様

岩
切
　
健
仁

様

植
田
　
一
敏

様

内
田
　
芳
嗣

様

大
関
　
基
夫

様

斎
藤
　
光
行

様

佐
久
間

マ
サ
ル

佐
藤
　
元
彦

様

篠
崎
　
真
弓

様

嶋
谷
　
徳
郎

様

霜
越
　
篤
男

様

杉
浦
　
俊
武

様

関
　
　
士

様

高
橋
　
久
美
子

様

辻
山
　
知
範

様

東
郷
　
英
二

様

萩
原
　
秀
治

様

村
野
　
次
郎

様

村
野
　
太
郎

様

両
角
　
慶
久

様

「
文
学
部
同
窓
会
」

伊
藤
　
晶
子

様

大
野
　
仁
美

様

斎
藤
　
園
枝

様

丸
居
　
里
枝

様

渡
邊

な
お
子

様

「
経
済
学
部
同
窓
会
」

相
澤
　
透

様

荒
　
　
正
英

様

飯
田
　
庄
太
郎

様

石
井
　
藤
一
郎

様

上
松
　
公
雄

様

櫻
井
　
教
尊

様

里
見
　
清
司

様

塩
川
　
圭
一
朗

様

島
崎
　
五
美
雄

様

下
嶋
　
倫
貴

様

鈴
木
　
　
一

様

畑
　
皓
一

様

竹
内
　
久
和

様

土
屋
　
雅
之

様

平
松
　
幹
朗

様

福
田
　
訓
久

様

松
田
　
仁
孝

様

村
松
　
雅
晃

様

盛
　
　
比
佐
良

様

渡
辺
　
浩
章

様

「
法
学
部
同
窓
会
」

赤
沼
　
孝
一

様

穐
山
　
海
香
子

様

安
倍
　
晋
三

様

阿
部
　
恭
久

様

石
川
　
真
吾

様

大
村
　
誠

様

小
原
　
勝
博

様

国
本
　
明

様

鈴
木
　
茂
之

様

平
栗
　
敬
之

様

福
田
　
幸
喜

様

「
教
職
員
関
係
」

大
倉
　
元
宏

様

尾
崎
　
俊
夫

様

加
藤
　
達
馬

様

川
澄
　
英
男

様

鈴
木
　
健
二

様

濱
田
　
佳
通

様

法
　
人

団
体
・
そ
の
他

個
　
人

◎
ご
芳
名
の
掲
載
要
項
は
前
述
の
と
お
り
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
質
問
の
多
い
点
に
つ
き

ま
し
て
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

1.
学
園
広
報
へ
の
掲
載
は
、
掲
載
対
象
期
間
中
の
ご

入
金
全
て
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
再
度
の
ご
入
金
を
賜
り
ま
し
た
場
合

も
そ
の
都
度
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
自
動
振
替
・
分
割
納
入
等
の
場
合
の
二
回
目
以
降

も
同
様
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

2.
「
同
窓
生
で
在
学
生
父
母
」「
同
窓
生
で
学
園
教
職

員
」の
よ
う
に
複
数
の
区
分
に
該
当
さ
れ
る
方
の

情
報
が
正
確
に
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

自
動
的
に
複
数
区
分
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
複
数
区
分
へ
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
ま
す
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

年
一
回
発
行
の
芳
名
録
合
本（
当
初
か
ら
の
総
合

芳
名
録
）で
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募金局からのお知らせ

〝
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業

募
金
推
進
の
集
い
〞を
開
催
し
ま
し
た

十
二
月
十
七
日（
土
）
於
大
学
十
四
号
館
理
工
学
部
大
会
議
室
お
よ
び
大
学
十
号
館
十
二
階
ホ
ー
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
林
さ
ん
は
一
九

八
五
年
三
月
成
蹊
大
学
文
学
部
を
卒

業
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
時
代
に
め
ぐ

り
合
わ
れ
た
恩
師
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
と
し
、
大
学
在
学
中
か
ら
短
歌
や

劇
評
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
大

変
ご
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
歌
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

地
点
が
成
蹊
大
学
で
あ
っ
た
と
お
っ
し

ゃ
る
林
さ
ん
の
お
話
は
全
て
が
と
て
も

示
唆
に
富
み
、
興
味
深
く
、
委
員
の

方
々
に
大
変
好
評
で
し
た
。

講
演
会
に
続
い
て
委
員
総
会
に
移

り
、
初
め
に
募
金
委
員
会
会
長
の
岸
曉

理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
情

報
図
書
館
・
小
学
校
校
舎
の
建
設
計

画
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
小
学
校
二
十
八
人
学
級
の
様
子
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
日
頃
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
今

後
の
募
金
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
の
決

意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
募
金
局
で
は
、
二
〇
〇
二
年
十
月

の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
同
窓
生
・
在
学
生

ご
父
母
・
教
職
員
か
ら
な
る
発
起
人
･

募
金
委
員
・
募
金
推
進
委
員
の
各
委
員

の
方
々
の
ご
協
力
の
下
、
募
金
活
動
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
各
委
員
の
皆
様
に
ご
参

集
い
た
だ
き
、「
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
募
金
推
進
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、
日
頃

の
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
対
し
て

御
礼
を
申
し
上
げ
、
ま
た
同
窓
生
、
在

学
生
父
母
、
学
園
関
係
者
・
教
職
員
の

三
者
の
交
流
を
も
っ
て
募
金
活
動
の
実

情
に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し

た
も
の
で
す
。
当
日
は
七
十
四
名
の

方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
冒
頭
に
、
歌
人
の
林
あ

ま
り
さ
ん
に
よ
る「
最
高
の
ス
タ
ー
ト

―
大
学
と
い
う
場
―
」
と
題
し
た
講
演

続
い
て
、
募
金
委
員
会
副
会
長
で
社

団
法
人
成
蹊
会
の
瀧
秀
彦
会
長
よ
り
、

成
蹊
会
の
募
金
活
動
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

瀧
会
長
は
、
各
学
校
・
学
部
同
窓
会
や
、

周
年
・
地
域
同
窓
会
な
ど
、
幅
広
い
同

窓
会
活
動
の
中
で
、
こ
の
募
金
活
動
へ

の
参
加
を
根
気
強
く
お
声
掛
け
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
ご
報
告
等
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。

続
い
て
募
金
実
行
委
員
会
委
員
長

の
加
藤
節
専
務
理
事
よ
り
、
一
〇
〇
周

年
記
念
事
業
お
よ
び
募
金
事
業
の
進

捗
状
況
等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
の
募
金
推
進
に
つ
い

て
、
当
日
、
推
進
の
集
い
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
募
金
委
員
会
で
の

検
討
結
果
に
基
づ
き
、
四
年
目
の
活
動

と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
協
力
体

制
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
委
員
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
交
流
会
で
は
、
募
金

委
員
会
副
会
長
の
岡
崎
忠
彦
小
学
校

長
、
同
委
員
の
橋
本
竹
夫
成
蹊
学
園

専
務
理
事
補
佐
よ
り
各
委
員
の
ご
協

力
に
対
し
て
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
懇
親
交
流
会
で
は
、
同
窓
生
委

員
、
在
学
生
父
母
委
員
お
よ
び
学
園
関

係
者
・
教
職
員
三
者
が
積
極
的
に
入
り

交
じ
り
、
和
や
か
に
盛
り
上
が
る
様
子

が
あ
ち
こ
ち
に
見
受
け
ら
れ
、
ま
さ
に

全
関
係
者
を
あ
げ
て
の
募
金
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
実
感
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

広報課からのお知らせ

紀伊國屋書店と学園で共同制作した成蹊学園創立者中村春二先生の評伝映像（ＤＶ
Ｄ版）が2005年2月に完成いたしました。
購入をご希望の方は、紀伊國屋書店成蹊学園ブックセンター（TEL:0422-36-0360、E-

mail:sg00@kinokuniya.co.jp)までお問い合わせください。ブックセンターでお申し込みい
ただくと、定価3,150円（税込）の10％引きでお買い求めいただけます。

《紀伊國屋書店制作》

学問と情熱シリーズ32巻

「中村春二 ～大正自由教育の旗手～」のご紹介

監修：柴田義松　演出：荻野洋一　ナレーション：長山藍子、遠藤守哉　特別協力：成蹊学園史料館、上田祥士　　　　　　　　 紀伊國屋書店チラシより

デモクラシーが声高に叫ばれ、「自由」「民

本」という言葉が市民に根付き始めた時代、

「大正」。教育界にも大きなうねりが押し寄

せ、欧米の新教育運動の影響を受け、それま

での画一的な注入教育に対して、子供たちの

自発性・個性を尊重しようとした自由主義的

な教育運動が繰り広げられた。後に「大正自

由教育」と称された運動の中で、多くの学校

が生まれる。しかし、欧米の新教育理論だけ

でなく、日本的な僧堂教育に基づく全く新し

い教育理念を掲げ、大正自由教育の先駆け

となった教育者がいた。それが中村春二で

ある。「心力歌」「凝念法」「鍛錬主義」…。彼

は独特の教育方法を次々に打ち出し、実践

した。

生徒への教育だけでなく、教師の修養を重

要視し、師弟の心が直接触れ合う人格教育、

人間教育を目指した。その教育理念は、学内

にとどまらず、ひろく一般に浸透していく。

21世紀に入り、教育を取り巻く諸問題が
ますます混迷を深める中、中村春二の理念

にいま再び耳を傾け、真剣に対峙した時、

我々には新しい糸口が見えてくるのかもし

れない。

様
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18

セ
ン
タ
ー
長
の
独
り
言

櫻
井
勝

巷
で
は
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」の

全
盛
期
で
あ
っ
た
。
人
々
は
そ

の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
に
心
躍
ら
せ
、
悲
劇

の
結
末
に
涙
し
た
。
贅
の
限
り
を
尽

く
し
た
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
の
豪
華
な
船
内

装
飾
は
、
こ
の
壮
大
な
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス

を
華
や
か
に
彩
っ
た
。
全
て
の
人
々
の

人
生
と
炎
の
様
な
恋
愛
を
、
凍
て
つ
く

圧
倒
的
な
存
在
と
し
て
押
し
つ
ぶ
し

た
暗
夜
に
そ
び
え
る
氷
山
、
映
画
史

に
不
動
の
地
位
を
築
い
た
そ
の
映
像

美
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

北
と
南
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
南
氷
洋

で
私
は
ま
さ
に
こ
の
氷
山
を
望
ん
で
い

た
。
そ
の
神
秘
、神
の
ご
と
き
荘
厳
さ
、

輝
く
巨
大
な
白
の
大
地
、
鋭
利
に
削

り
取
ら
れ
た
断
面
は
、
ま
る
で
研
ぎ
す

ま
さ
れ
た
刃
に
さ
え
思
え
た
。
鉛
色

に
低
く
垂
れ
込
め
た
雲
と
黒
い
海
、

沈
ま
ぬ
太
陽
は
そ
の
雲
の
厚
み
に
阻

ま
れ
な
が
ら
水
平
線
を
這
い
、
時
の
感

覚
を
麻
痺
さ
せ
た
。
こ
の
世
の
も
の
と

は
思
え
な
い
静
け
さ
、
私
は
究
極
の
景

観
と
対
峙
し
、
一
種
、
宗
教
的
な
思
い

に
す
ら
駆
ら
れ
て
い
た
。
自
ら
の
人
生

を
振
り
返
り
、
怒
り
や
不
安
、
悩
み
や

悲
し
み
さ
え
も
そ
の
絶
対
的
な
光
景

の
前
で
は
無
意
味
な
も
の
に
感
じ
ら

れ
た
。
む
し
ろ
眼
前
に
広
が
る
冷
気

と
光
、
雲
と
海
が
織
り
な
す
世
界
に

こ
の
身
を
置
け
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
導
か
れ
る
様
な
喜
び
が
全
身
を

支
配
し
て
い
た
。寝
る
こ
と
さ
え
忘
れ
、

そ
の
全
て
を
網
膜
・
脳
裏
に
焼
き
付

け
よ
う
と
し
た
。
も
は
や
、
臨
床
時
間

を
失
う
焦
り
か
ら
持
ち
込
ん
だ
五
箱

の
医
学
書
達
は
、
こ
の
圧
倒
的
な
パ
ノ

ラ
マ
の
展
望
台
と
化
し
て
い
た
。

大学ラグビー部が関東大学ラグビー対抗戦Bグループ3連覇！
大学ラグビー部が、関東大学ラグビー対

抗戦Bグループで7戦全勝し、3年連続の優
勝を果たしました！
12月10日（土）に、大学ラグビー最高峰リ

ーグのAグループ（1部）昇格をかけ、Aグルー
プ8位の青山学院大学と熊谷ラグビー場に
て入れ替え戦を行いました。結果は24対29
とわずか5点差で惜しくも負けてしまいました
が、Aグループの大学を相手に堂々たる戦い
ぶりを披露しました。悲願のAグループ昇格
は果たせませんでしたが、Aグループとの実力
差は年々縮まってきており、今後の活躍が大
いに期待できます。

学 園 T o p i c s

高校ラグビー部が東京都大会優勝！
31年ぶり4度目の全国大会（花園）出場へ！

11月20日（日）、秩父宮ラグビー競技場で
開催された東京都大会決勝において、高校
ラグビー部が昨年優勝校の東京高校を19
対17で下し、31年ぶり4度目の優勝を果た
しました！
両校2トライ１ゴールの12対12で折り返

し後半に臨んだ15分過ぎに、東京高校に
トライを許し12対17と先行されましたが、
最後まで果敢に攻め続け、後半ロスタイム
にトライとゴールを決め見事な逆転勝利を
収めました。
この結果、年末から大阪府の近鉄花園

ラグビー場で開催される「第85回全国高校
ラグビーフットボール大会」に東京都第1地
区代表として出場することになりました。
今年のラグビー部は、メンバーのうち4名

が国体の都選抜に選出されるなど、トップ
クラスの実力を有しており、花園での活躍
が大いに期待できます。
全国大会の様子は、次号で詳しくご報告

いたします。

東 京  
合 同 F 
都 国 立  
都 東  
合 同 B 
城 北  
合 同 E 
都 富 士 森  
和 光  
早 稲 田 実 業  
目 黒 学 院  
科 技 学 園 多 摩  
聖 学 院  
都 荒 川 工 業  
法 政 一  
都 日 比 谷  
都 江 北  
合同C 
都 青 山  
成 蹊  
成 城  
都 豊 多 摩  
東 海 大 高 輪 台  
都 小 平 西  
都 多 摩 工 業  
帝 京  
拓 大 一  
駒 大 高  
日 大 二  
八 王 子  
都 武 蔵  
都 大 泉  
都 小 山 台  
都 石 神 井  
東 海 大 菅 生  
成 城 学 園  
明 大 中 野  

桜美林 
都野津田 ［ ］ 

都新宿/都戸山 
都松原/都富士 ［ ］ 

駒場東邦 
麻布 ［ ］ 

東工大付/立正/都科学技術 
都小石川工/二松学舎 ［ ］ 

【高校ラグビー部監督】土屋 嘉彦 教諭 コメント
応援に来てくださった皆様の熱い声援を受けて、選手各人が最後まであきらめず、精一杯プレーした

ことが勝因だと思います。1923年創部の高校ラグビー部は、学園で最も古いクラブの一つです。その
歴史に31年ぶり4回目の東京都大会優勝、全国大会優勝という歴史を刻むことができたことを大変光栄
に感じています。

今回の優勝は、選手の努力はもちろん、中山コーチによるフィットネス指導、大学ラグビー部の練習サ

ポート、また、成蹊ラガークラブの先輩諸氏、保護者の方々の支援のお陰であり、高校ラグビー部を日頃

より支えていただいている全ての皆様に深く御礼申し上げます。

花園への出場は部員一人ひとりの目標でした。この大きな舞台で、常に挑戦者としての姿勢で、積極

的に、全力でプレーいたします。私たちの「成蹊ラグビー」がどれだけ全国で通用するか楽しみにしてい

ます。ぜひ皆様のご声援をお願いいたします。

【高校ラグビー部主将】三雲 淳 君 コメント
5点差を追う後半はあせりもありましたが、金本君にボールを渡せば絶対にトライしてくれると信じて

いました。皆さんご声援ありがとうございました。この勝利でチームはさらに成長したと思います。全国

大会では、自分たちのラグビーがどこまで通用するか試したいです。

土屋 嘉彦 教諭

三雲 淳 君

■ Bグループ試合結果
第1戦　成蹊大学 58－ 0 武蔵大学
第2戦　成蹊大学 43－ 0 上智大学
第3戦　成蹊大学 22－20 学習院大学
第4戦　成蹊大学 24－ 5 明治学院大学
第5戦　成蹊大学 67－ 7 一橋大学
第6戦　成蹊大学 59－ 7 東京大学
第7戦　成蹊大学 57－ 5 成城大学



大学 高等学校 中学校 小学校 

1月 

2月 

3月 

後期レポート試験（提出期間） 

10（火）　始業式 14（土）～17（火）　補講期間 11（水）、12（木）　推薦テスト 10（火）　始業式 

21（土）、22（日） 
大学入試センター試験 

入試願書受付 

23（月）、24（火） 
（法科大学院）後期補講期間 

28（土）～2／7（火） 
（法科大学院）後期定期試験 

春期休業 帰国子女入学願書受付 15（水）　耐寒健歩大会 
1（水）～3／30（木） 21（火）　小学校枯林忌 2（木）～6（月） 1（水）　入学試験 

15（水）　マラソン大会 11（土）～14（火） 

8（水）～3／31（金） 10（金）　入学試験 
（法科大学院）春期休業 14（火）　帰国子女入学試験 

Ａ方式入試 
（理工・文・経済・法学部） 

18（土）　学位授与式 1（水）～13（月） 1（水）～6（月）　学年末テスト 4（土）　国際学級5年入学試験 

7（火）　卒業式 20（月）　卒業式 

17（金）　終業式・保護者会 
14（火）　高2編入学試験 

1（水）～6（月） 17（金）　終業式・保護者会 18（土）　修業式・教室移動 

始業式 13（金） 11（水）　国際学級入学試験 18（水）～31（火）　後期試験 11（水）～2／28（火） 

21（土）～27（金） 

28（土）　文化部発表会 28（土）　文化部発表会 （法科大学院）後期授業終了 

17（金）　卒業式 16（木）　球技大会 高2編入試願書受付 

23（月）～30（月） 20（金）～23（月） 20（金） 入学願書受付 国際学級入学試験願書受付 

学年末テスト 

おもな学校行事予定（1月～3月）

成蹊学園広報
2006年1月10日　発行学校法人成蹊学園総務部広報課
東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1 電話（0422）37-3517
URL http://www.seikei.ac.jp E-mail koho@jim.seikei.ac.jp

学
園
賛
助
員
・
岩
崎
小
弥
太

成
蹊
学
園
賛
助
員
、
岩
崎
小
弥
太（
い
わ
さ
き

こ
や
た
）は
一
八
七
九（
明
治

十
二
）年
八
月
三
日
、
三
菱
二
代
社
長
・
岩
崎
弥
之
助
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

一
九
一
六（
大
正
五
）年
七
月
一
日
、
三
十
八
歳
で
四
代
社
長
に
就
任
以
来
、
株

式
の
公
開
や
信
託
・
保
険
・
電
機
な
ど
新
事
業
を
次
々
と
興
し
、
大
正
・
昭
和
時

代
の
三
菱
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
俳
句
を
高
浜
虚
子
に
、
絵
画
を

相
田
直
彦
、
前
田
青
邨
に
師
事
す
る
な
ど
文
化
・
芸
術
方
面
に
広
く
興
味
を
持

ち
、
静
嘉
堂
文
庫
の
大
成
や
日
本
初
の
民
間
交
響
楽
団
を
創
設
す
る
な
ど
文
化

面
に
お
い
て
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。

創
立
者
中
村
春
二
・
今
村
繁
三
と
の
出
会
い
は
一
八
九
一（
明
治
二
十
四
）年
、

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
時
代
に
始
ま
る
。
後
に
成
蹊
学
園
を
創
る
こ

と
と
な
る
三
人
が
同
窓
生
と
し
て
机
を
並
べ
た
こ
と
は
奇
し
き
出
会
い
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
岩
崎
は
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
渡
英
。
そ
こ
で
英
国
の

学
校
教
育
が
個
性
を
尊
重
し
、
自
由
闊
達
の
学
風
で
あ
る
こ
と
に
心
を
打
た
れ
、

日
本
に
も
こ
の
よ
う
な
学
校
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
中
村
も
ま
た
当
時

の
日
本
の
教
育
が
個
性
を
無
視
し
た
知
育
偏
重
主
義
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持

ち
、
今
村
の
援
助
の
も
と
私
塾
を
設
立
し
て
い
た
。
帰
国
後
岩
崎
は
そ
の
理
想

に
共
鳴
し
こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
と
な
る
。

中
村
は
岩
崎
・
今
村
の
精
神
的
・
経
済
的
な
援
助
を
得
て
一
九
一
二（
明
治
四

十
五
）年
池
袋
に
成
蹊
実
務
学
校
を
設
立
。
続
い
て
中
学
校
、
小
学
校
、
実
業
専

門
学
校
、
女
学
校
を
開
校
し
、
成
蹊
学
園
の
基
礎
を
確
立
。
岩
崎
は
初
代
理
事

長
に
就
任
し
、
陰
な
が
ら
学
園
の
活
動
を
支
え
た
。

一
九
二
四（
大
正
十
三
）年
中
村
の
早
逝
に
よ
り
、
そ
の
教
育
事
業
は
岩
崎
・

今
村
に
引
き
継
が
れ
、
一
九
二
五（
大
正
十
四
）年
に
は
成
蹊
高
等
学
校（
旧
制
）

が
吉
祥
寺
に
開
設
さ
れ
た
。
岩
崎
は
一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年
、
六
十
七
歳
で

こ
の
世
を
去
る
が
、
成
蹊
学
園
は
戦
後
の
学
制
改
革
を
経
て
、
現
在
小
学
校
か

ら
大
学
・
大
学
院
ま
で
の
総
合
学
園
に
発
展
し
て
い
る
。

岩崎小弥太

岩崎小弥太遺墨「行雲流水」

2月21日（火）は学園創立者・中村春二先生の命日です。先生は枯林という雅号を持っておられました。
成蹊学園では先生の命日を「枯林忌」として先生をお偲びしています。
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